
タ
ス
キ
に
つ
な
げ
！
　そ
の
想
い
。

P02

P06
P08
P09
P10
P10
P14
P15
P18
P21
P24
P25

２月１日現在
人口 
　男 
　女 
世帯数

対前月比

特集
桶川のまちを守るのは俺たち、桶川市消防団。
桶川の桜七景  ～お花見に出かけよう～
広報おけがわに掲載する広告を募集します
犬の登録と集合狂犬病予防注射のお知らせ
情報ステーション
　市民課窓口を特別開庁します 
　勤労福祉会館の改修工事終了と開館のお知らせ
　経済対策臨時福祉給付金のお知らせ
　平成28年度 協働推進提案事業の報告会を開催します
　駅西口観光案内板の除幕式を行います
健康ステーション
　Let’s トライウォーキング

TEL：
FAX：

桶川市上日出谷 936－1

http://www.city.okegawa.lg.jp

桶川市役所（仮設庁舎）

人口と世帯

人

人

人

世帯

人　

人　

人　

世帯31,514 －3

75,249
37,403
37,846

－17
＋2
－19

P26
P27
P31
P34
P34
P37
P38

いっしょにＤＯですか？
　親子体操教室
　スポーツ少年団に参加してみませんか
まちの話題
　フォトスケッチ
　Let’s ボラライフ
　はっぴいばーすでい・おけがわ文芸
●各種無料相談
●健康づくり幸せづくり
●響の森情報
●市民伝言板
●休日当番医・ごみ収集・いいトコみっけ隊

P23
P25
P33
P39
裏表紙

第3回 オケちゃん駅伝競走大会



知
っ
て
ま
す
か
？
「
消
防
団
」

消
防
団
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
と
同

様
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。

地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
平
常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
そ
の

地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を

守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。消

防
団
の
起
源
は
江
戸
時
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
8
代
将
軍
・
徳
川
吉
宗
が

お
お
お
か
え
ち
ぜ
ん
の
か
み

南
町
奉
行
大
岡
越
前
守
に
命
じ
て
つ
く

っ
た
「
い
ろ
は
組
」
が
始
ま
り
で
す
。
こ

ま
ち
び
け
し

れ
を
町
火
消
と
い
い
、
現
在
に
至
る
ま
で

約
300
年
の
間
、
生
活
の
中
に
安
全
を
提
供

し
続
け
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

消
防
団
員
の
身
分
は
「
特
別
職
の
地
方

公
務
員
」
で
す
。

主
な
活
動
は
、
火
災
時
の
消
火
活
動
や

火
災
多
発
期
警
戒
時
の
火
災
予
防
広
報
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

計
画
的
に
訓
練
や
研
修
を
行
い
、
消
防

活
動
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
日
夜
「
地
域
の
安
心
と

安
全
」
お
よ
び
「
市
民
の
生
命
、
財
産
」

を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

この手押し消防ポンプは明治４０年に製
造されたものです。その昔、実際に火
災現場で使われていました。現在の消
防ポンプ自動車とは比べようもありま
せんが当時としては画期的な性能を有
すものでした。地区内はもちろん、近
隣まで出動し、その威力を遺憾なく発
揮していました。その後継として小型
動力ポンプが導入され、その座を譲り
ましたが、現在でも新春の辰の日に行
われる「辰の水」※では活躍しています。
※「辰の水」の詳細は、３５ページをご覧ください。

わ
が
ま
ち
桶
川
の
「
消
防
団
」

桶
川
市
消
防
団
の
歴
史
は
、
昭
和
30
年

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
桶
川
町
消
防
団
と

し
て
発
足
し
、
当
時
の
編
成
は
分
団
数
20

分
団
、
団
員
総
数
590
人
で
し
た
。
そ
の
後

編
成
を
何
回
か
繰
り
返
し
、
平
成
10
年
に

10
分
団
、
団
員
定
数
184
人
と
な
り
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

桶川市消防団のすべての分団に配
備されています。写真は平成２７年
１１月に更新された第１分団の消防
ポンプ自動車です。真空ポンプを
２機使用し、火災現場での揚水時
間の短縮を図り、早い放水作業が
行えます。１分間に２，０００ℓ以上
の放水が可能です。また、ホース
延長時に使用するホースカーの操
作は団員の労力軽減のため電動式
ウインチが装備されています。

第５分団小屋に今も残る
「火の見櫓」です。現在
は使用されていませんが、
火災の早期発見、消防団
の招集、市内への警鐘の
発信などに使われていた
見張り台です。

桶川市消防団消防図鑑

特
集桶

川
の
ま
ち
を
守
る
の
は

俺
た
ち
、
桶
川
市
消
防
団
。

消防団の体系

団長（1人）

副団長（3人）

分団長（10人）

副分団長（10人）

部長（10人）

班長（10人）

団員（140人）

桶川市消防団組織図

第
1
分
団

桶川地区

第
2
分
団

第
3
分
団

桶川市長

第
4
分
団

団 本 部

第
5
分
団

第
6
分
団

第
7
分
団

加納地区

安心安全課（事務局）

第
8
分
団

第
9
分
団

川田谷地区

第
10
分
団

消
防
団
の
１
年
（
主
な
活
動
）

４月
辞
令
交
付
式

団
長
か
ら
辞
令
を
交
付
し
ま
す
。

５月
放
水
訓
練

６月
春
季
体
力
強
化
訓
練

１０月
秋
季
体
力
強
化
訓
練

１１月
秋
の
火
災
予
防
運
動

１１
月
９
日
〜
１５
日
。
全
車
両
が
出
動
し
、
市
内
で

火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
団
特
別
点
検

服
装
規
律
点
検
・
機
械
器
具
点
検
・
ポ
ン
プ
車
操
法

な
ど
を
行
い
ま
す
。

１２月
歳
末
特
別
警
戒

１月
桶
川
市
防
災
訓
練

地
域
住
民
と
協
力
し
て

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

３月
春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
〜
７
日

消防ポンプ
自動車

やぐら

火の見櫓

手押し消防ポンプ

辞令交付式（4月1日）

火災予防パレード（11月）

放水訓練（5月）

�電動式
ウインチ

消防団特別点検（11月23日）
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桶川市消防団
団長 黒須秀一さん

私
た
ち
・
消
防
団
員
は

市
民
の
生
命
を
守
り
ま
す
！

桶
川
市
消
防
団
は
、
団
本
部
と
市
内
を

10
地
区
に
分
け
た
10
の
分
団
と
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
身
近
な
消
防
団

員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

184
人
の
団
員
の
年
齢
は
、
20
代
か
ら
60

代
ま
で
、
平
均
年
齢
は
43
・
6
歳
で
す
。

ま
た
、
団
員
は
、
主
の
職
業
等
に
就
い

て
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
出
動
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
就
業
形
態
は
様
々
で
、

被
雇
用
者
が
約
半
数
を
占
め
、
自
営
業
・

家
族
従
業
者
・
そ
の
他
と
続
き
ま
す
。

消
防
団
員
と
し
て
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

〜
団
員
募
集
〜

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
、
年
齢
18

歳
以
上
の
人

待
遇
▼

・
報
酬
の
ほ
か
、
火
災
出
動
や
訓
練
出
動

の
際
に
手
当
を
支
給

・
消
防
団
活
動
中
の
負
傷
な
ど
に
対
す
る

補
償
制
度
有
り

・
制
服
、
活
動
服
な
ど
の
貸
与

・
退
団
時
、
退
職
報
償
金
を
支
給
（
在
団

年
数
に
よ
る
）

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課

〝
ま
ち
を
守
る
の
は
自
分
た
ち
〞

こ
ん
な
気
持
ち
で

任
務
に
あ
た
り
ま
す
！

昭
和
48
年
に
桶
川
市
消
防
団
に
入
団
し
、

平
成
26
年
か
ら
は
桶
川
市
消
防
団
長
と
し

て
指
揮
を
執
っ
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
は
埼
玉
県
消
防
協
会
上
尾
支

部
長
に
就
任
予
定
で
、
更
な
る
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま

す
。「

日
頃
、
市
民
の
皆
様
に
は
桶
川
市
消

防
団
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
消
防

団
は
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
郷
土
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
災

害
時
に
は
消
防
署
と
連
携
し
て
消
火
活
動

や
救
助
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
し
て
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

十
分
な
自
覚
と
使
命
の
も
と
に
市
民
の
皆

様
の
期
待
に
応
え
、
災
害
の
な
い
明
る
い

安
心
安
全
な
桶
川
市
、
そ
し
て
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。」

桶川市消防団の活動範囲

���団本部の紹介���

左から、糸井副団長（桶川地区）・黒須団長・
渡邉副団長（川田谷地区）・榎本副団長（加納地区）

���桶川市消防団分団紹介（敬称略：写真は全員ではありません）���
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

地域に密着した活動で、安心安全な地域づくり
をしています。
分団長・熊田賢一、副分団長・鈴木研一、
部長・小林俊光、班長・谷島貴、団員14人

地域に根差した防災活動を進めています。一緒
に活動する仲間を募集しています。
分団長・森澤正則、副分団長・秋谷修吉、
部長・佐藤秀喜、班長・鈴木孝信、団員14人

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

先輩方が培ってきた伝統を大切にし、地域防災
のリーダーとして我がまちを守ります。
分団長・山崎由則、副分団長・村山隆之、
部長・新谷卓基、班長・新藤智之、団員14人

合言葉は「時に厳しく、時に楽しく」熱い消防
団魂を胸に一致団結して活動しています。
分団長・金井塚俊幸、副分団長・和久津満、
部長・溝尾太史、班長・野口貴史、団員14人

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

管轄には大型施設や住宅街があり、地域防災訓
練を通じて防災力の向上に努めています。
分団長・今林義之、副分団長・関口隆之、
部長・田島淳一、班長・清水貞一、団員14人

ベテランから新人まで日々訓練、8分団と共に
加納地区の防災に取り組んでいきます。
分団長・加藤貴則、副分団長・荒井隆弘、
部長・大熊陽介、班長・荒井朝晴、団員14人

郷土愛に燃え、地域住民の生命・財産を守るた
め災害のないまちづくりに貢献します。
分団長・今井健次、副分団長・砂川哲也、
部長・小野剛志、班長・森昌昭、団員14人

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

近年、住宅の増加が著しい地域です。一同気を
引き締め、火災予防に力を注いでいます。
分団長・岸正剛、副分団長・岸孝典、
部長・岸伸幸、班長・吉田岳人、団員14人

次の世代へ消防防災の知識・技術の継承のため
新しい団員さんをお待ちしております。
分団長・本木隆、副分団長・加藤匡央、
部長・森田浩章、班長・赤山照夫、団員14人

若さと機動力を活かして災害による被害を最小
限にするよう努めています。
分団長・稲田和明、副分団長・竹内大介、
部長・髙栁和仁、班長・中村一考、団員14人
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✿ ✿

✿
✿✿
✿

✿勢至堂（上日出谷３５３）
ソメイヨシノの桜が咲きます。

✿子ども公園わんぱく村（坂田９８２－１）
3月下旬ごろに15本程度の桜が咲きます。

✿弥勒院（川田谷３３９４）
しだれ桜とソメイヨシノの桜が咲きます。

✿石川川護岸
（城山公園東側 川田谷２８３９－１１周辺）

3月上旬～下旬に約300本の河津桜が咲
きます。3月11日㈯にお花見を開催予定。

✿川田谷小学校周辺（川田谷４２１３）
4月下旬ごろ、ウワミズザクラやイヌザ
クラなど珍しい桜が咲きます。

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景

〜
お
花
見
に
出
か
け
よ
う
〜

普門寺のしだれ桜（川田谷６６６３）【市指定文化財 天然記念物】
普門寺のしだれ桜は、エドヒガンザクラ

の変種でイトザクラとも呼ばれています。
高さ１１．５m、推定樹齢約１９０年とされるこ
の桜は、毎年３月下旬ごろ枝垂れた枝に小
振りで可憐な花を無数に咲かせます。
※４月１日㈯に「普門寺しだれ桜まつり」が開
催されます。詳細はお問い合わせください。
アクセス
駅西口から市内循環バス「東西循環（外回
り）」で「西４０」下車

✿✿11

今年も桜の季節がやってきます。きれいな桜を見ることのできる身近な場所を
お知らせします。桜に会いにでかけてみませんか。
※詳しい市内の桜情報については、市ホームページもご覧ください。

詳しくは�産業観光課または観光協会�７７６－８５９０

城山公園（川田谷２８３９－１１）

〈「さくらまつり」を開催します〉
期間…３月２６日㈰～４月７日㈮
○３月２６日㈰、４月１日㈯・２日㈰の午前１０時～午後
４時には、エントランス広場に観光協会会員による
売店コーナーを設ける予定です。

○期間中の午後１０時まで、今年も桜並木を夜間開放し
ます（桜の開花状況により変更することもあります）。

※期間中、駐車場は午後１０時に施錠します。それまで
に車は退出してください。

※ごみ箱はありませんので、ごみは必ずお持ち帰りく
ださい。

※期間中、バーベキューの利用はできません。
アクセス
駅西口から「川越駅」行きの東武バスで「川田谷支所」
下車、徒歩３分。
または、駅西口から市内循環バス「西循環」「東西循
環（外回り）」のいずれかで「西１９」下車、徒歩１分。
詳しくは�城山公園管理事務所�７８６－５８８１

桜（２７０本以上）が約１０．４ヘクタールの園内を彩ります。

✿✿77

富士見ホタル親水公園（川田谷１７６７－１）
３月下旬頃、桜（約

２０本）が咲きます。
アクセス
駅西口から市内循環バ
ス「西循環」「東西循環
（外回り）」で「西１６」下車

✿✿33 勤労青少年ホーム（末広３－１９－８）
４月中旬ごろに八重
桜が咲きます。
アクセス
東中学校から徒歩１分

✿✿44

駅西口公園（若宮１－５）
ソメイヨシノの桜

（約２０本）が咲きます。
アクセス
駅西口から徒歩５分

✿✿66明星院（倉田１５０）
ソメイヨシノの桜

（約１０本）が咲きます。
アクセス
駅東口から市内循環バ
ス「東西循環（外回り）」
で「東３８」下車

✿✿55

ここここももオオススススメメべべにに！！

篠津の桜堤（赤堀２－４９）
桶川市東部に位置する赤堀川沿いの堤を、

約１㎞にわたり、４月上旬ごろ満開の桜（ソ
メイヨシノ約８０本）が彩ります。
※４月１日㈯・２日㈰に「篠津川辺さくらま
つり」が開催されます。詳細は問い合わせ
ください。
アクセス
駅東口から市内循環バス「東循環」「東西循環
（外回り）」のいずれかで「東１６」下車徒歩５分

✿✿22
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おけがわイベント
情報局

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
主
催
事
業

歩Looking

（
み
ん
な
で
楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
）

和
・
洋
２
大
庭
園
と
ご
利
益
を

求
め
て
、
巣
鴨
散
歩

パ
パ
、マ
マ
達
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
・
サ
ロ
ン

〜
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
で
作
る
手
作
り
か
ご
、素

敵
な
雑
貨
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
〜

子
育
て
講
座
「
こ
れ
か
ら
の
子
育
て

が
楽
し
く
な
る
ヒ
ン
ト
」
〜
子
育
て

の
コ
ツ
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

子
育
て
講
座「
こ
と
ば
を
は
ぐ
く
む
」

〜
日
常
生
活
の
中
で
育
つ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

マ
マ
講
座

〜
か
わ
い
い
ミ
ニ
リ
ボ
ン
レ
イ
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
〜

デ
ジ
カ
メ
写
真
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

参
加
者
募
集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
と

い
う
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

人
と
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
え
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。
講
座

修
了
後
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

と
き
▼
3
月
3
日
㈮
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
（
午
後
1
時
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

定
員
▼
20
人

申
込
み
▼
2
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
で
、

主
催
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
」
�
777
―
7
0
5
5
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
と
は
、
文
部
科
学
省

が
推
奨
し
て
い
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
、
市
が
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

と
き
▼
3
月
12
日
㈰
午
前
7
時
45
分
桶

川
駅
改
札
前
集
合
※
小
雨
決
行

り
く

ぎ

え
ん

し
ん
し
ょ
う

コ
ー
ス
▼
駒
込
駅
〜
六
義
園
〜
眞
性

じ寺
〜
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
〜
巣
鴨
地
蔵
通
り

さ
る
た
ひ
こ
お
お
か
み
こ
う
し
ん
ど
う

商
店
街
〜
猿
田
彦
大
神
庚
申
堂
〜
本
妙
寺

〜
旧
古
河
庭
園
〜
霧
降
銀
座
商
店
街
〜
駒

込
駅

※
約
8
㎞
、
5
時
間
（
見
学
時
間
含
む
）

対
象
▼
市
内
在
住
、
在
勤
の
人
（
小
学

生
・
親
子
大
歓
迎
）

定
員
▼
25
人

費
用
▼
大
人
1
�
8
0
0
円
、
子
ど
も

900
円
（
交
通
費
、
保
険
代
な
ど
）
別
途
施

設
利
用
料
450
円
※
当
日
集
金

持
ち
物
▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
服

装
で
雨
具
、
昼
食
、
飲
み
物

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
・
返
信
用
宛
名
・「
巣
鴨
」
と
記
入

の
う
え
、
2
月
28
日
㈫
《
必
着
》
ま
で
に
、

大
沼
忠
儀
（
〒
363
―
0001
加
納
2
0
4
4
―

3
）
へ
。

問
合
せ
�
大
沼
�
７２８
―
４
９
２
９

内
容
▼
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
を
使
っ
た
か

ご
作
り
、
情
報
交
換
な
ど

と
き
▼
2
月
13
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
対
象
▼
市
内
在
住
の
乳
幼
児
の
親
子

定
員
▼
8
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

講
師
▼
佐
佐
み
の
り
さ
ん
（
ク
ラ
フ
ト

バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
主

宰
）申

込
み
▼
2
月
6
日
㈪
午
前
10
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
日
出
谷
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
。

子
育
て
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
…
。

お
話
を
聞
き
、
子
育
て
の
悩
み
や
不
安

を
語
り
合
い
ま
す
。

と
き
▼
2
月
22
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時

30
分と

こ
ろ
▼
日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
対
象
▼
市
内
在
住
で
子
育
て
中
の
人
、

こ
れ
か
ら
子
育
て
す
る
人
（
保
育
あ
り
）

定
員
▼
10
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

講
師
▼
加
藤
美
知
子
さ
ん
（
元
泉
保
育

園
園
長
）

申
込
み
▼
2
月
7
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
日
出
谷
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
。

言
葉
を
育
む
た
め
に
大
切
に
し
た
い
こ

と
と
は
…
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
2
月
23
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
駅
前
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と
保
護

者
定
員
▼
15
組
【
先
着
順
】

講
師
▼
小
俣
文
子
さ
ん（
言
語
聴
覚
士
）

申
込
み
▼
2
月
6
日
㈪
午
前
10
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
駅
前
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

内
容
▼
ミ
ニ
リ
ボ
ン
レ
イ
ス
ト
ラ
ッ
プ

作
り
（
2
本
の
リ
ボ
ン
で
編
ん
で
い
き
ま

す
）、
情
報
交
換

と
き
▼
3
月
3
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

正
午と

こ
ろ
▼
駅
前
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
乳
幼
児
の
親
子

講
師
▼
七
尾
絹
子
さ
ん
（
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
作
家
）

定
員
▼
10
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
2
月
21
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
、
駅
前
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
初
心
者
を
対
象
に
、

基
本
的
操
作
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の
取
り

込
み
、
取
り
込
ん
だ
写
真
の
加
工
お
よ
び

活
用
を
学
習
し
ま
す
。

と
き
▼
2
月
28
日
〜
3
月
21
日
の
火
曜

コ
ー
ス
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
4
回
）

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

で
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
て
、
コ

ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
パ
ソ
コ
ン

と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
接
続
ケ
ー
ブ
ル
と

取
扱
説
明
書
）
を
持
参
で
き
る
人

定
員
▼
19
人
【
多
数
抽
選
】

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
2
月
17
日
㈮

午
前
9
時
45
分
か
ら
東
公
民
館
で
公
開
抽

選
会
を
実
施
し
ま
す
（
参
加
自
由
）。
な

お
受
講
通
知
は
、
2
月
21
日
㈫
ま
で
に
郵

送
し
ま
す
。

費
用
▼
2
�
5
0
0
円（
資
料
代
な
ど
）

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
（
一
人
1
通
ま

で
）
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
と
返
信

先
の
宛
名
を
記
入
の
う
え
、
2
月
15
日
㈬

《
必
着
》
ま
で
、
生
涯
学
習
文
化
財
課
へ
。

※
重
複
応
募
、
記
入
も
れ
は
無
効
と
な
り

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
桶
川
Ｉ
Ｔ
ネ

ッ
ト
と
の
共
催
事
業
で
す
。

詳
し
く
は
�
生
涯
学
習
文
化
財
課

と き�3月5日㈰午後2時～4時
（開場：午後1時30分）

ところ�さいたま文学館
定 員�200人【先着順】 費 用�無料
講 師�山脇 由貴子さん

（女性の生き方アドバイザー、家族問題カウンセラー）
申込み�不要
保育室�約2歳以上の未就学児（定員8人）をお預かりします。

※保育を希望する人は2月28日㈫までに申し込み
ください。

詳しくは�人権・男女共同参画課

人権・男女共同参画課�７８６－３２１１（代表）日出谷子育て支援センター�７８９－２５８１
駅前子育て支援センター�７７４－９９７９ 生涯学習文化財課�７８６－３２１１（代表）

男男女女共共同同参参画画フフォォーーララムム22001177

癒えない傷をかかえる 大人たち
～児童相談所の現場から～

児童相談所の相談件数は１０万件を超え、児童虐待やいじめを伝えるニ
ュースがあとを絶ちません。そんな虐待やいじめを受けた子どもたちは、
いったいどんな大人へと成長していくのでしょうか。
元児童相談所職員として多くの「人」や「家族」と向き合ってきた講
師が、自らの体験をもとに講演します。

女性相談
～フェミニストカウンセリング～
女性としてのさまざまな悩み…夫婦や子ども、

仕事や職場、友人や自分自身など、誰にも話せ
なかった悩みを話してみませんか。
県外の女性相談専門のカウンセラーによる相

談です。
とき�毎月第2・4月曜日（原則）

※予約制10：00～12：00、13：00～16：00
相談時間は1人50分

ところ�仮設庁舎相談室
詳しくは�人権・男女共同参画課

時 間�午前9時30分～11時 費 用�無料
対 象�乳幼児（未就学児）と保護者 持ち物�着替え、タオル、飲み物
申込み�不要。なるべく自転車、徒歩でお越しください。
※子育て相談も実施しています。

保育所
北

日出谷
鴨川
坂田

鴨川保育所�786－1437 日出谷保育所�787－0593
坂田保育所�728－4653 北保育所�771－2014

実施日
１日㈬・１４日㈫
１日㈬・２８日㈫
７日㈫・２２日㈬
１５日㈬・２１日㈫

園庭開放
※雨天中止

保育所

鴨川、坂田

北、日出谷

実施日

８日㈬

１５日㈬

あそぼう会
２月

リズムあそび

～公立保育所地域子育て支援事業～
ああそそぼぼうう会会とと園園庭庭開開放放ののおお知知ららせせ

山脇由貴子さん
東京都出身。横浜市
立大学心理学専攻卒。
都の児童相談所に心
理職として19年間勤
務後、現職。
2006年現代のいじめ
問題の核心をついた「教室の悪魔」（ポ
プラ社）がベストセラーとなり、以後全
国的に講演活動を行う。メディアにも多
数出演。
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広広告告ススペペーースス

市
で
は
広
報
お
け
が
わ
有
料
広
告
枠
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募

集
し
て
い
る
広
告
枠
は
、
大
き
く
分
け
て

裏
表
紙
と
中
面
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
を
確

認
し
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広
報
に
掲
載
で
き
る
広
告

広
報
お
け
が
わ
に
掲
載
で
き
る
広
告

は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も

の
と
し
ま
す
。

●
公
共
性
お
よ
び
品
位
を
損
な
う
お
そ

れ
の
あ
る
も
の

●
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
2
条
に
規

定
す
る
風
俗
営
業
に
関
す
る
も
の

●
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
第

2
条
に
規
定
す
る
貸
金
業
に
関
す
る

も
の

●
求
人
広
告
を
主
た
る
内
容
と
す
る
も
の

●
政
治
、
宗
教
活
動
、
意
見
広
告
又
は

個
人
的
宣
伝
に
係
る
も
の

●
公
の
秩
序
お
よ
び
善
良
な
風
俗
に
反

す
る
も
の

●
あ
た
か
も
市
が
推
奨
し
て
い
る
又
は

関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
を
与

え
る
も
の
も
し
く
は
そ
の
お
そ
れ
が

あ
る
も
の

●
そ
の
他
公
益
上
支
障
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の

■
裏
表
紙
有
料
広
告
枠

市
で
は
、
平
成
29
年
度
の
広
報
裏
表
紙

有
料
広
告
枠
の
売
却
に
つ
い
て
、
一
般
競

争
入
札
を
行
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
次
に
よ
り
入

札
参
加
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
売
払
物
件
に
つ
い
て
﹈

広
報
お
け
が
わ
有
料
広
告
枠
（
左
図
の

広
告
ス
ペ
ー
ス
）

掲
載
期
間
▼
平
成
29
年
5
月
号
〜
平
成

30
年
4
月
号
の
12
回
分

掲
載
規
格
▼
裏
表
紙
広
告
枠
縦
45
㎜
×

横
177
㎜

※
入
札
参
加
資
格
に
つ
い
て
は
、
説
明
書

な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

﹇
入
札
に
つ
い
て
﹈

入
札
日
時
▼
4
月
4
日
㈫
午
前
10
時
か

ら
入
札
会
場
▼
市
役
所
仮
設
庁
舎
相
談
室

入
札
方
法
▼
一
般
競
争
入
札

落
札
▼
市
の
予
定
価
格
以
上
の
金
額
で
、

か
つ
最
高
の
金
額
を
も
っ
て
有
効
な
入
札

を
し
た
者
と
し
ま
す
。

﹇
入
札
参
加
申
込
み
に
つ
い
て
﹈

入
札
申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
け
付
け

は
秘
書
広
報
課
で
行
な
い
ま
す
。

申
込
書
な
ど
の
配
布
・
提
出
▼
3
月
6

日
㈪
〜
24
日
㈮

い
ず
れ
も
、
土
・
日
曜
日
を
除
き
、
午

前
8
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
5
時

15
分
で
す
。

申
込
書
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。

﹇
そ
の
他
﹈

平
成
29
年
度
広
報
中
紙
面
有
料
広
告
枠

（
下
段
参
照
）と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
広
告

枠
の
募
集
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
中
紙
面
有
料
広
告
枠

市
で
は
、
広
報
中
紙
面
の
有
料
広
告
枠

に
掲
載
す
る
広
告
の
申
し
込
み
を
随
時
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
広
告
掲
載
希
望
の

人
は
、
所
定
の
申
込
書
に
掲
載
す
る
広
告

原
稿
を
添
え
て
、
秘
書
広
報
課
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
広
告
掲
載
料
◆

●
広
告
ス
ペ
ー
ス
①
縦
45
㎜
×
横
87
㎜

↓
1
回
あ
た
り

1
0
�
0
0
0
円

●
広
告
ス
ペ
ー
ス
②
縦
45
㎜
×
横
177
㎜

↓
1
回
あ
た
り

2
0
�
0
0
0
円
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詳しくは�環境課
犬を飼うときは、飼い始めてから30日以内（子犬は生後91日になったら）に生涯1回の登録と、生後91日
を経過している犬は、毎年1回の狂犬病予防注射の実施が法律で義務づけられています。
平成29年度の犬の登録と集合狂犬病予防注射を次の日程で行いますので、お近くの会場にお越しください。
初めて登録する場合は、注射会場で手続きをしてください。既に登録済みの人には、登録番号が記入され
たはがきを郵送しますので、内容を確認のうえ、必ず注射会場にそのはがきを持参してください。
※登録の内容に変更が生じたとき、または犬が死亡したときは、環境課へ届け出をしてください。
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平成２９年度 犬の登録・集合狂犬病予防注射日程表
期 日 時 間 会 場

４／７㈮

９：３０～１０：００ ①倉田集会所
１０：３０～１１：００ ②加納北部集会所

１２：３０～１４：００ ③東部区画整理推進事務所
（坂田弁天公園そば）

４／１１㈫
９：３０～１０：００ ④ことぶき広場

（旧南小学校跡地）
１０：３０～１１：００ ⑤朝日公園
１２：３０～１３：３０ ⑥勤労福祉会館

４／１３㈭
１０：００～１１：００ ⑦保健センター
１２：３０～１３：００ ⑧勤労青少年ホーム

４／１７㈪
９：３０～１１：００ ⑨下日出谷中央公園
１２：３０～１４：００ ⑩川田谷生涯学習センター

４／１９㈬
９：３０～１０：００ ⑪薬師堂集会所
１０：３０～１１：００ ⑫諏訪神社
１２：３０～１４：００ ⑬市役所分庁舎駐車場

※昨年度から変更された会場がありますので、ご注意ください。

会場での料金（１頭につき）

未登録の犬
6,300円〈内訳〉犬の登録手数料 ３，０００円

注射料金 ２，７５０円
注射済票交付手数料 ５５０円

登録済の犬 3,300円〈内訳〉注射料金 ２，７５０円
注射済票交付手数料 ５５０円

犬は十分散歩をさせて、放し飼いはしないでくだ
さい。
また、散歩の際は、糞の始末などマナーを守りま
しょう。

■注意事項
①雨天でも実施します。
②飼い犬の健康状態に異常がある場合や、妊娠中あ
るいは以前に予防注射を受けて異常があった場合
などには、受付前に必ず獣医師に申し出てくださ
い。

③犬は十分散歩をさせて、排便・排尿を済ませてか
ら会場にお越しください。
なお、危険防止のため首輪はきつめ、リードは短
めにし、一人で複数の犬を連れてこないようにし
てください。

④噛み癖のある犬や暴れる犬については、口輪など
を付け、目を離さないようにしてください。

⑤小さい犬はケージやキャリーバッグに入れてくだ
さい。

⑥当日は、つり銭のないようご協力をお願いします。
⑦会場の駐車台数に限りがあるため、車での来場は
お控えください。

※今回の日程で都合のつかない人は動物病院にて接種し、
獣医師の発行する注射済証を持参の上、市役所環境課
で注射済票（手数料５５０円）の交付を受けてください。

注射会場案内図

2017．399
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　 動 報 告
かつ

どう ほう こく 桶
川
市
長
選
挙
お
よ
び

桶
川
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の

投
票
日
は
4
月
16
日
㈰
で
す

市
民
課
窓
口
を
特
別
開
庁
し
ま
す

特別
開庁日

3月26日㈰

午前8時30分～

午後5時15分

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
嘱
託
指
導
員

（
放
課
後
児
童
支
援
員
）を
募
集
し
ま
す

「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
へ
の

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

公
共
下
水
道
の
処
理
を

開
始
し
ま
す

選
挙
権
年
齢
が
「
18
歳
以
上
」
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
18
歳
、
19
歳
の
皆
さ
ん
も
選

挙
に
参
加
で
き
ま
す
。

ま
た
、
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
に
来
ら
れ
な
い
人
は
、
分
庁
舎

お
よ
び
お
け
が
わ
マ
イ
ン
で
、
期
日
前
投

票
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
▼
4
月
16
日
㈰

投
票
時
間
▼
午
前
7
時
〜
午
後
8
時

【
桶
川
市
長
選
挙
お
よ
び
桶
川
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
に
立
候
補
さ
れ
る
方
へ
】

○
立
候
補
予
定
者
説
明
会

と
き
▼
3
月
8
日
㈬

市
長
選
挙
↓
午
前
9
時
（
午
前
8
時
30
分

受
付
開
始
）

市
議
補
選
挙
↓
午
後
1
時
30
分
（
午
後
1

時
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
分
庁
舎
会
議
室
1

○
立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

と
き
▼
3
月
28
日
㈫
、
29
日
㈬
午
前
9

時
〜
午
後
4
時
（
2
日
間
）

と
こ
ろ
▼
分
庁
舎
会
議
室
2

※
な
お
、
立
候
補
受
付
事
務
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
た
め
に
、
必
ず
書
類
を
完
備
し
、

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※
関
係
書
類
は
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会

で
配
布
し
ま
す
。

○
立
候
補
の
受
付

と
き
▼
4
月
9
日
㈰
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
301

※
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
受
付
に
到
着
し

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
く
じ
で
受
付
順

序
を
決
定
し
、
以
降
は
到
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
。

詳
し
く
は
�
選
挙
管
理
委
員
会

市
民
課
で
は
、
転
入
・
転
出
事
務
を
受

け
付
け
る
た
め
、
次
の
と
お
り
特
別
開
庁

し
ま
す
。
年
度
末
、
年
度
初
め
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
ご
用
の
あ
る
人
は
、
早

め
の
手
続
き
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
3
月
25
日
㈯
、
4
月
1
日
㈯
の
土
曜
窓

口
で
も
転
入
・
転
出
事
務
を
受
け
付
け
ま

す
。な

お
、
取
り
扱
え
な
い
届
出
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
市
民
課

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
4
月
1
日
か
ら

勤
務
で
き
る
嘱
託
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日
▼
3
月
15
日
㈬
午
後
1
時
か
ら

試
験
会
場
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

試
験
方
法
▼
作
文
お
よ
び
面
接

募
集
人
員
▼
4
人
程
度

申
込
資
格
▼
昭
和
33
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

申
込
み
▼
3
月
13
日
㈪
ま
で
に
、
履
歴

書
お
よ
び
資
格
証
の
写
し
（
見
込
証
明
書

な
ど
の
原
本
）
ま
た
は
卒
業
証
明
書
（
見

込
証
明
書
な
ど
の
原
本
）
を
保
育
課
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
格
要
件
や
採
用
後
の
勤
務
条
件
な
ど

詳
し
く
は
、
保
育
課
で
配
布
す
る
募
集
案

内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
保
育
課

市
で
は
、
市
民
な
ど
と
企
業
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
「
桶
川
市
み
ど
り
の
基

金
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桶
川
炭
の
会

様

皆
さ
ん
の
緑
化
に
対
す
る
善
意
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

4
月
1
日
か
ら
、
次
の
区
域
で
公
共
下

水
道
の
処
理
を
開
始
し
ま
す
。

【
上
日
出
谷
、
下
日
出
谷
の
各
一
部
】

市
で
は
、
計
画
的
に
公
共
下
水
道
の
普

及
を
進
め
、
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
お
住
ま
い
の
地
区
で
、
公
共
下
水
道
の

供
用
開
始
が
告
示
さ
れ
る
と
、
汲
み
取
り

式
ト
イ
レ
は
、
3
年
以
内
の
水
洗
化
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
を
使
用

し
て
い
る
家
庭
も
、
遅
滞
な
く
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
で

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
宅
地

内
の
排
水
設
備
工
事
を
行
う
際
に
は
、
必

ず
市
の
「
下
水
道
指
定
工
事
店
」
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）。

○
下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

油
を
そ
の
ま
ま
流
す
と
、
つ
ま
り
や
に
お

い
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
と
け
や

す
い
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
お

む
つ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
生
理
用

品
な
ど
を
流
す
と
ト
イ
レ
が
つ
ま
り
修
理

が
大
変
で
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
悪
質
な
修
理
・
清
掃
業
者
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

「
お
宅
の
下
水
道
管
が
汚
れ
て
い
る
の

で
、
市
の
ほ
う
か
ら
清
掃
に
伺
い
ま
し

た
。」
な
ど
依
頼
を
し
て
い
な
い
訪
問
を

受
け
た
際
に
は
、
は
っ
き
り
と
断
っ
て
く

だ
さ
い
。

市
で
は
、
個
人
の
宅
地
内
排
水
設
備
の

清
掃
依
頼
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な

お
、
市
が
訪
問
調
査
を
行
う
場
合
に
は
、

必
ず
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

【
縦
覧
の
お
知
ら
せ
】

今
回
、
処
理
開
始
区
域
と
し
て
告
示

さ
れ
る
地
域
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
次

の
期
間
中
、
資
料
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

期
間
▼
3
月
10
日
㈮
〜
23
日
㈭（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
）

と
こ
ろ
▼
下
水
道
課

詳
し
く
は
�
下
水
道
課

去る１月２１日㈯、桶川市防災訓練が行われました。桶川小学
校では住民参加型の訓練が行われ、それ以外の６小学校では自
主防災組織と市役所職員共同での地区隊活動訓練が行われまし
た。また、駅における帰宅困難者の避難誘導訓練も併せて実施
されました。
「災害対策本部」が置かれた桶川小学校では、地域住民の方々
を始め、自主防災組織、消防団、警察・常備消防・自衛隊等、
多くの関係者・関係機関が参加し、帰宅困難者の受入れ訓練や
防災ヘリによる被害状況確認訓練、はしご車による高所救出訓
練、ペット同行避難訓練など、多種多様な訓練が行われました。
消火器による消火訓練やAED取扱い訓練、障害物に挟まっ
た負傷者を救出する訓練や災害時に役立つロープワーク訓練等
に、参加者の皆さんが積極的に体験訓練されている姿が印象的
でした。
また、陸上自衛隊による炊出し
訓練では、大変おいしいカレーラ
イスが振る舞われ、寒空の下、体
の芯から温まることが出来ました。
実際に大災害が発生した際には、
公の機関の救助が来るまでの間、
まずは自助、共助、そしてとなり近所の助け合いが何より重要
であり、日頃から様々な災害を想定した訓練を、地域ぐるみで
行うことの大切さを改めて感じた１日でした。

桶川市長

vol．38

市長元気通信

平成２９年度ごみ収集日程表から
『東側地区』『西側地区』の２種類が発行されます

詳しくは�リサイクル推進課

毎年、広報おけがわ３月号と同時配付している『ごみ収集日
程表』がリニューアルされ、東側と西側の両面印刷から東側地
区版および西側地区版の２種類の発行に変わります。
広報と同時配付分については、配付地域に該当する日程表を

配布しますが、公共施設などに設置される日程表については、
２種類となりますので注意してください。どちらの地区の日程
表か見分けるには、日程表の左上部に記載がありますので確認
してください。 《新日程表左側上部》

※こちらを見て確認してください。

下水道指定工事店
QRコード

※下水道指定工事店一
覧については、4月
1日に更新されます。

３月
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����

����

����

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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外
国
人
学
校
へ
通
学
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
対
す
る
通
学

補
助
金
交
付
制
度
の
お
知
ら
せ

先の大戦の惨事を風化させることなく、この教訓を未来の子どもたちにも伝えていくため、「NPO法
人旧陸軍桶川飛行学校を語り継ぐ会」が平成17年6月11日に発足しました。
この団体は旧桶川飛行学校の保存継承を基盤に据え、平和思想の普及などが主な活動内容となります
が、現在に至るまでの道筋においてその功績は評価に値するものと言えます。
戦後、引揚者寮となった旧桶川飛行学校は、その役目を終えた時点で老朽化する建物群を解体撤去し、
また、敷地内の植栽を伐採して更地とし、土地を国に返還する約束となっていました。しかし、全国的
に見ても希少性の高い戦争遺跡であることがこの団体の調査でも明らかとなり、建物群の保存運動を主
体となって行うことを決意されたのです。
平成21年2月6日に市長あてに提出され
た同会の要望書によれば、保存の署名は1
万4千筆を超えており、多くの人がこの趣
旨に賛同したことが判ります。
このことが契機となり、市では改めて保
存活用について検討を行い、平成22年1月
15日に土地（9，552．80㎡）などを3，420万円
で国から購入したのです。すなわち、この
時点から旧桶川飛行学校は後世に伝えてい
くべき歴史遺産となり、保存活用を行うこ
とが確定したと言えます。ここに学校が創
設され、74年目のことでした。

ものつくり大学横山研究室

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
児
童
・
生
徒
を

外
国
人
学
校
へ
通
学
さ
せ
て
い
る
保
護
者

に
対
し
て
、
通
学
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
▼
市
内
在
住
の
、
外
国
人

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

の
う
ち
、
平
成
29
年
4
月
1
日
以
降
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
他
の
地
方
公
共
団
体
が
行
う
同
種
の
補

助
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

補
助
金
額
▼

○
小
学
校
に
相
当
す
る
学
齢
期
の
児
童
1

人
に
付
き
月
額
3
�
0
0
0
円
以
内

○
中
学
校
に
相
当
す
る
学
齢
期
の
生
徒
1

人
に
付
き
月
額
5
�
0
0
0
円
以
内

申
請
方
法
▼
学
務
課
に
あ
る
申
請
書
に

在
籍
証
明
書
な
ど
を
添
付
し
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
▼
4
月
3
日
㈪
〜
28
日
㈮

持
参
↓
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

郵
送
↓
4
月
30
日
㈰
《
消
印
有
効
》

送
付
先
▼
学
務
課
（
〒
363
―
8501
住
所
記

入
不
要
）
へ
。

詳
し
く
は
�
学
務
課
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詳しくは�道の駅・飛行学校跡地整備課
旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場の跡地には、昭和12年に設置された桶川分教場の建物があり、市では
現在、この分教場の整備事業を実施しています。市は、本整備事業に賛同いただける方々からの寄附金
を受け付けており、平成29年1月31日現在の寄附件数は150件、金額は10，167，727円となっています。
前回の広報掲載（平成28年8月号）以降、寄附をいただいた方についてお知らせします。（受付順）

個人
加藤 友啓 様 田邉 和一 様 内藤 武 様 鈴木 修 様
都築 香 様 柴野 英昭 様 野村 幹雄 様 深谷 政博 様
藤枝 牧子 様 中村 啓二 様 高橋 豊博 様 加藤 利子 様
井本 貴志 様 今井 立史 様 山本 親雄 様 尾澤 和夫 様
小林 京子 様 神子 英二 様 柳澤 靜子 様 島津 幸生 様
永瀬 英夫 様 内田 博之 様 三浦 敏子 様 加藤 三郎 様
黒須 幸夫 様 寺澤 昭 様 井口 幹郎 様 石神 英世 様
西井 國夫 様 川原 道子 様 城間 正人 様 大石 敦朗 様
久連山幹彦 様 小川美穂子 様 松本 瑠美 様 内藤 敏子 様
関 秋子 様 松本恒三郎 様 本田 伸宇 様 鈴田 せき 様
中川 力夫 様 桑原 正明 様 五十嵐良泰 様 山岸 平二 様
黒木 順一 様 白岩 智 様 松島 勲 様 丹野 健 様
石田 優子 様 島村 昭敏 様 武田 知砂 様 宮下 信夫 様
黒沼 幸雄 様 植松 博男 様 小西 倫之 様 長島 正光 様
加藤 清 様 加藤 鈴子 様 青木健太郎 様 原田 宏一 様
太田 正隆 様 その他、氏名公表不可 31人

団体
自民党桶川支部 様 特定非営利活動法人 運転ふれあいの会 様
星歌クラブチャリティー歌謡祭 様 桶川市写真連盟 様
その他、団体名公表不可 1団体

※同日現在で入金が確認でき、氏名（団体名）公表可の場合のみ掲載しています。

～保存運動～シリーズ 旧桶川飛行学校③

兵舎棟寄宿室内での手作り展示状況
（旧陸軍桶川飛行学校を語り継ぐ会による）

日本薬科大学「漢方アロマコース」開講のお知らせ
市では、日本薬科大学と相互連携協定を締結し、地域社会の形成、発展および人材育成に取り組む
こととしています。
この度、日本薬科大学が「漢方アロマコース」を開講するにあたり、プロによる「アロマヨガ」講
座をさいたまキャンパスで行います。この講座は、アロマヨガを体験していただき、アロマと健康に
ついての知識を深めるものです。
薬剤師や看護師など医療機関にお勤めの人やアロマに興味を
お持ちの一般の人など、幅広く参加していただけます。
と き�５月２８日㈰午前１０時～午後３時
ところ�日本薬科大学さいたまキャンパス（伊奈町）
定 員�若干名【先着順】
費 用�６，０００円（税込・資料代を含む）
申込み�電話、FAX、または大学ホームページで申し込みく

ださい。
その他�この「漢方アロマコース」は、美容や健康に役立つ知

識を学び「講義」「体験」「見学」の３つの内容で構成
される文部科学大臣認定の職業実践力育成プログラム
です。この他にもさまざまな講座を予定しています。
興味のある人は、問い合わせください。

問合せ�日本薬科大学BP担当�０１２０－７１－２２９３

大学HP�
QRコード

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2017．3 11222017．31133

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



教
育
委
員
会
第
3
回
定
例
会

桶
川
中
学
校
運
動
場
夜
間
照
明

設
備
利
用
の
ご
案
内

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

移
転
し
ま
す

勤
労
福
祉
会
館
の
改
修
工
事
終
了

と
開
館
の
お
知
ら
せ

経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金

の
お
知
ら
せ

と
き
▼
3
月
23
日
㈭
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
4
月
25
日

㈫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
活
動
の
場
と
し
て
、
桶
川
中
学
校
運

動
場
の
夜
間
照
明
設
備
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
要
登
録

対
象
▼
市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
す

る
人
で
構
成
さ
れ
た
10
人
以
上
の
責
任
者

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

団
体

利
用
期
間
▼
毎
年
1
月
8
日
〜
12
月
27

日
利
用
時
間
▼
午
後
7
時
〜
9
時
（
11
月

〜
2
月
の
冬
季
期
間
は
午
後
6
時
30
分
〜

8
時
30
分
）

料
金
▼
全
灯
5
�
0
0
0
円
（
軟
式
野

球
）、
半
灯
3
�
0
0
0
円
（
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
）

※
2
時
間
使
用
の
料
金

登
録
手
続
き
▼
平
日
の
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分
に
、
直
接
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
。
在
勤
者
は
、
市
内
事
業
所
が

確
認
で
き
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
申
請
▼
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
�
787
―

5
1
1
1（
午
前
9
時
〜
午
後
9
時
30
分
）

詳
し
く
は
�
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

勤
労
福
祉
会
館
の
施
設
改
修
工
事
終
了

に
伴
い
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
農

業
セ
ン
タ
ー
内
の
仮
事
務
所
か
ら
元
の
場

所
（
北
1
―
12
―
10
）
に
戻
り
ま
す
。

業
務
開
始
日
▼
3
月
21
日
㈫

連
絡
先
▼
777
―
1
9
2
0

※
元
の
番
号
に
戻
り
ま
す
。
業
務
開
始
日

以
降
の
電
話
番
号
で
す
。

問
合
せ
�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
７８７
―
２
３
０
０

勤
労
福
祉
会
館
は
、
改
修
工
事
の
た
め

全
館
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
が
、
工
事
の
完
了
に
伴
い
、
利
用
を
再

開
し
ま
す
。

開
館
日
▼
4
月
1
日
㈯

【
3
月
17
日
㈮
ま
で
の
利
用
予
約
お
よ
び

利
用
申
請
】

予
約
・
申
請
先
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
農
業
セ
ン
タ
ー
内
）
�
787
―
2
3

0
0受

付
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
3
月
21
日
㈫
に
つ
い
て
は
、
移
転
準
備

の
た
め
利
用
予
約
お
よ
び
利
用
申
請
は
、

お
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
3
月
22
日
㈬
以
降
の
利
用
予
約
お
よ
び

利
用
申
請
】

予
約
・
申
請
先
▼
勤
労
福
祉
会
館

�
773
―
1
1
2
2

受
付
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
4
月
1
日
以
降
の
利
用
予
約
お
よ
び
利

用
申
請
に
つ
い
て
は
、
休
館
日
（
毎
週
火

曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
）
を
除
き
、
勤

労
福
祉
会
館
に
て
受
付
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
産
業
観
光
課
ま
た
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
７８７
―
２
３
０
０

平
成
26
年
4
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
の
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、
所
得
の

低
い
人
へ
の
負
担
の
影
響
に
配
慮
し
た
臨

時
的
な
措
置
と
し
て
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
金
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

人
が
い
る
世
帯
に
は
、
2
月
下
旬
に
申
請

書
を
送
り
ま
し
た
。

支
給
対
象
者
▼
平
成
28
年
1
月
1
日
に

桶
川
市
に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
て
、
平

成
28
年
度
の
市
県
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人
（
非
課
税
の
人
）

※
た
だ
し
、
次
の
人
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

○
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
人

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

支
給
額
▼
1
5
�
0
0
0
円
（
対
象
者

一
人
に
つ
き
）

受
付
期
間
▼
3
月
1
日
㈬
〜
6
月
30
日
㈮

申
請
方
法
▼
申
請
書
が
届
い
た
人
は
必

要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
と
と
も
に

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
福
祉
給
付
金
窓
口
（
分
庁
舎
下

水
道
課
前
）
で
も
受
け
付
け
ま
す
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
）。

支
給
予
定
▼
4
月
中
旬
か
ら
支
給
を
順

次
開
始
し
ま
す
。
審
査
の
う
え
、
支
給
ま

た
は
不
支
給
の
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
。
そ
の
後
、
給
付
金
を
支
給
該
当
者
の

指
定
し
た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

※
申
請
受
付
か
ら
振
り
込
み
ま
で
は
、
通

常
2
か
月
程
度
に
な
り
ま
す
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
】

○
現
時
点
で
、市
や
国（
厚
生
労
働
省
）

で
は
、
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や
金
融
機

関
の
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
は
照

会
し
て
い
ま
せ
ん
。

○
市
や
国
（
厚
生
労
働
省
）
で
は
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金

自
動
支
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
�
厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０
―
０３７
―
１９２
ま
た
は
、
社
会
福

祉
課

平成29年度
市立小学校理科支援員を募集します

詳しくは�学校支援課
小学校における理科教育の充実を図るために、理科授業の補助や支

援を行う理科支援員を募集します。
募集人数�４人
主な勤務内容�
○小学校の理科授業での観察・実験の支援や補助
○観察・実験の準備や後片付け
○理科室の整備や掲示物の作成など
資格�学校教育に理解と意欲があり、理科が好きな人。理科に関する

知識や技能をある程度有していることが望ましいが、教員免許
状は特に必要としません。

勤務場所�市内小学校７校のうち１～２校
勤務日および勤務時間�６月１日㈭～１２月２２日㈮の間の６０日間

※１日の勤務時間は原則として４時間
募集期間�３月１日㈬～４月１４日㈮（土・日を除く）午前９時～午後５時
応募方法�必要書類を直接、学校支援課へ提出してください。
必要書類�履歴書（市販のもの）
※教員免許状をお持ちの人は、その写しも提出してください。
採用�面接により決定。面接は４月下旬から５月中旬を予定していま

す。詳しい日時などについては、個別に連絡します。

ひひひひひひひひひひひひひひひひひひととととととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりりりりり親親親親親親親親親親親親親親親親親親家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭のののののののののののののののののの父父父父父父父父父父父父父父父父父父、、、、、、、、、、、、、、、、、、母母母母母母母母母母母母母母母母母母をををををををををををををををををを対対対対対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象象象象象ににににににににににににににににににししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたた就就就就就就就就就就就就就就就就就就業業業業業業業業業業業業業業業業業業支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援ののののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめのののののののののののののののののの給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業ののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
詳しくは�こども支援課

�高等職業訓練促進給付金等事業
市では、ひとり親家庭の父または母の就業支援および生活安定を促進するために、就業に結びつく資格取得を目的と

した養成機関で修学した人に、その一定期間において高等職業訓練促進給付金等を支給します。必ず事前に相談してく
ださい。
対 象 者�市内に住所を有する、母子家庭の母または父子家庭の父であって、次の①～⑤の要件を満たす人

①児童扶養手当の支給を受けているか、または同等の所得水準にあること
②養成機関において１年以上のカリキュラムを修学し、対象資格の取得が見込まれること
③仕事または育児と修学の両立が困難なこと
④生活保護を受けていないこと
⑤過去に本事業の給付金を受給していないこと

対象資格�就職の際に有利となるものであって、かつ、法令の定めにより養成機関において１年以上のカリキュラムを
修学することが必要とされているもの（看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、作業療法士など）。

支給期間�①高等職業訓練促進給付金→修学する期間の全期間（上限３年）
②修了支援給付金→養成機関における修学の修了日以後

支給金額�①高等職業訓練促進給付金
市町村民税非課税世帯 月額１００，０００円 市町村民税課税世帯 月額７０，５００円

②修了支援給付金
市町村民税非課税世帯 ５０，０００円 市町村民税課税世帯 ２５，０００円

�自立支援教育訓練給付金事業
市では、ひとり親家庭の父または母の就業支援を推進するために、雇用保険の教育訓練給付の受給資格を有していな

い人が指定教育講座を受講し、修了した場合、経費の一部を支給します。受講を開始する前に、講座の指定を受ける必
要がありますので、必ず受講前に相談してください。
対 象 者�市内に住所を有する、母子家庭の母または父子家庭の父であって、次の支給要件のすべてを満たす人

①児童扶養手当の支給を受けているか、または同等の所得水準にあること
②受講開始日現在において、雇用保険法による教育訓練給付の受給資格を有していないこと
③教育訓練を受けることが適職につくために必要であること

対象講座�雇用保険制度の教育訓練給付の指定訓練講座
※厚生労働省のホームページ、またはハローワークで講座の確認ができます。

支 給 額�対象講座の受講料の６０％相当額（１２，００１円以上から２００，０００円を上限）

対前年
同月比

－38件

0人

－43人

運転中 スマホで意識が 圏外に

平成27年
12月末

342件

1人

403人

平成28年
12月末

304件

1人

360人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年1月からの累計）

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ル
ー
エ
ハ
イ
ム
が
移
転
し
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
、

福
祉
、
医
療
、
虐
待
防
止
な
ど
、
高
齢
者

の
暮
ら
し
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

対
応
す
る
相
談
窓
口
で
す
。
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
保
健
師
（
看
護
師
）、
社
会

福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
が
、
ひ
と
つ
の
チ

ー
ム
を
組
ん
で
高
齢
者
や
家
族
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

泉
、
下
日
出
谷
、
下
日
出
谷
西
、
若
宮
、

鴨
川
、
朝
日
を
担
当
し
て
い
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ル
ー
エ
ハ
イ
ム
が
事
務
所

を
移
転
し
ま
す
の
で
、
事
務
所
で
の
相
談

の
際
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

移
転
時
期
▼
4
月
中
旬
（
予
定
）

移
転
先
▼
若
宮
1
―
5
―
2
（
お
け
が

わ
マ
イ
ン
4
階
）

電
話
番
号
▼
789
―
2
1
2
1

※
電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
時
間
▼
月
〜
土
曜
日
の
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分

休
業
日
▼
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

※
緊
急
時
な
ど
の
相
談
は
常
時
対
応
し
ま

す
。詳

し
く
は
�
高
齢
介
護
課

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～⑳

4月からスタートする新しい介護予防・日常生活支援総合事業
（総合事業の）利用までの流れをご案内します

詳しくは�高齢介護課

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－３６－３�７２９－１６１６ ３月８日㈬ １３：３０～１５：００ 無料
愛の家グループホーム桶川
朝日２－１０－１５�７７８－６６０３ ３月１５日㈬ １３：３０～１５：００ 無料
桶川ケアセンターそよ風
上日出谷１２４５－２�７８９－３１３０ ３月１７日㈮ １３：００～１５：００ 無料
ねむのき
川田谷５８３０－１�７８７－０３１１

３月５日㈰
４月２日㈰ ９：３０～１２：３０ １００円

クィーンズビラ桶川
坂田８４５－１�７２８－８８８７ ３月１９日㈰ ９：３０～１１：３０ ３００円

※開催場所ごとにカフェの規模や催し物に特色があります。カフェ巡りを楽しむご家族もいらっしゃいます。

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用でき、触れ合える場所「お
れんじカフェ」を開催します。事前の連絡は不要です。直接お越しください。

詳しくは�
高齢介護課

利用までの流れ
介護予防・日常生活支援総合事業には、要支援認定を受けた人や、基本チェックリストにより生
活機能の低下がみられた人が利用できる「介護予防・生活支援サービス事業」と、６５歳以上の全て
の人が利用できる「一般介護予防事業」があります。

介介護護者者ののつつどどいい
地域包括支援センター主催で介護に関する情報交換の場として、介護者のつどいを開催します。

詳しくは�高齢介護課

社協介護者の
つどい

と き 3月22日㈬ 13：30～15：00
ところ 地域福祉活動センター

内 容
現在介護をしている人、以前介護をしていたことがある人などがつどい、介護の方法や介護中の悩
みについて話をする場です。介護について話をしたい人、話を聞いて情報を集めたい人、ぜひお越
しください。

問合せ 地域包括支援センター「社会福祉協議会」（末広2－8－8）�728－2265

☆自衛官などを募集します☆
試験予定日

★１次試験
５月１３日㈯

１４日㈰
★２次試験有

★１次試験
５月１３日㈯
★２次試験有

４月１４日㈮～
１８日㈫の
指定された
１日

※応募資格（幹部候補生試験）の年齢は平成３０年４月１日現在
問合せ�自衛隊さいたま地域事務所�６５１－２４２０

応募資格

【大卒程度試験】
２２歳以上２６歳未満の
人（２０歳以上２２歳未
満の人は大卒（見込
含）、修士課程修了
者など（見込含）は
２８歳未満）

【院卒程度試験】
修士課程修了者など
（見込含）で、２０歳以
上２８歳未満の人

専門の大卒（見込含）、
２０歳以上３０歳未満の
人（薬剤は２０歳以上
２８歳未満の人）

１８歳以上３４歳未満

１８歳以上で国家免許
資格などを有する人
（資格により５３歳未
満～５５歳未満の人、
国家免許資格などに
ついては問い合わせ
ください）

受付期間

３月１日㈬～

５月５日㈮
《必着》

４月７日㈮
まで
《必着》

募集種目

一
般

歯
科
・

薬
剤
科

一
般

技
能

幹部
候補生

予備
自衛官補

高齢介護課、市内地域包括支援センターが相談窓口となります。
原則、利用者本人が窓口で手続きをします。
※窓口に来られない場合は、相談してください。

６５
歳
以
上
の
全
て
の
人

●新
一般介護予防事業

・運動教室
・認知症予防教室

など

２５問の質問で、日常生活に必要な機能が低下していないかを調べます。介護
予防・生活支援サービス事業のみを希望する場合は、基本チェックリストに
よる判定で、サービスを利用できます。

●新 基本チェックリストを受ける

自立した生活がおく
れる人（チェックリ
スト非該当者）

※
状
態
に
よ
り

利
用
可

●新 介護予防・
生活支援サービス事業

生活支援サービス（訪問型サービス・通
所型サービス）などや、多様なサービ
スの利用を、地域包括支援センター、
本人家族と話し合い、ケアプランを作
成し、サービスを利用します。

生活機能の低下がみ
られた人（チェック
リスト該当者）

非該当の人

要介護・要支援認定を受ける

介護予防サービ
スが利用できま
す
例）訪問看護

福祉用具貸与
他

対象者 65歳以上の人

基本チェックリストとは？

要支援
１・２の人

介護サービスが
利用できます
例）訪問介護

通所介護
訪問看護
福祉用具貸与
他

要介護
１～５の人

平平成成2299年年度度健健康康長長寿寿いいききいいききポポイインントト事事業業ののおお知知ららせせ
詳しくは�高齢介護課または、社会福祉協議会�７２８－２２２１

�登録ぶっくの更新をお忘れなく
ポイント事業に参加中の皆さん、お手持ちの登録ぶっくの「実施期間」を確認し、更新時期になりましたら、新しい

登録ぶっくへの手続きをお願いします。記念品交換およびポイント繰越期限は、実施期間終了後１か月です。
例）実施期間が平成２９年４月３０日までの人
【更新期間】平成２９年４月３日から
【記念品交換およびポイント繰越期限】平成２９年５月３１日

�健康長寿いきいきポイント事業とは
６５歳以上の市民を対象に、社会参加や生きがいづくりをとおして介護予防を積極的に支援する事業です。市が指定し
た各種事業に参加する、健康診査や予防接種を受ける、体力づくりや健康な生活習慣のための自己目標を設定して実践
する、市内のお気に入りの場所を散策して紹介することでポイントを獲得し、貯まったポイントは記念品に交換するこ
とができます。６５歳以上の市民であればどなたでも登録して参加することができます。

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp
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OKEGAWA Information Station
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OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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桶
川
市
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
器
設
置
費
補
助
制
度
の
変
更

（
予
定
）の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
に
係
わ
る
『
閲
覧
』

と
『
縦
覧
』
の
お
知
ら
せ

第
3
回
農
業
委
員
会
総
会

今
日
は
疲
れ
た
な
、
と
冷
蔵
庫
の
中

か
ら
探
す
楽
し
さ
。
身
近
な
野
菜
「
白�

菜�
」。外側

の
緑
の
濃
い
部
分
は
カ
ロ
テ
ン
、

カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
で
す
。利
尿
作
用
、高

血
圧
の
予
防
、老
廃
物
の
排
出
促
進
、腎

臓
の
機
能
の
向
上
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。

黄
色
い
部
分
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多

く
含
ま
れ
、
か
ぜ
予
防
や
ス
ト
レ
ス
の

軽
減
、
疲
労
回
復
に
役
立
ち
ま
す
。

白
菜
は
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
で
す
。
ア
ブ

ラ
ナ
科
の
野
菜
に
は
、
発
が
ん
物
質
を

抑
制
す
る
ア
リ
ル
イ
ソ
チ
オ
ン
ア
ネ
ー

ト
が
あ
り
、
が
ん
予
防
効
果
も
期
待
で

き
る
そ
う
で
す
。

白
菜
の
お
料
理

緑
黄
色
野
菜
や
、
き
の
こ
と
合
わ
せ

ス
ー
プ
に
し
ま
す
。
ま
た
、
漬
物
に
す

る
と
、
腸
の
働
き
を
整
え
る
乳
酸
菌
が

増
え
ま
す
。
塩
漬
や
キ
ム
チ
な
ど
に
し

ま
し
ょ
う
。

★
塩
漬
白
菜
の
作
り
方

2
〜
3
時
間
干
し
て
5
㎝
幅
に
切
り
、

白
菜
の
2
％
の
塩
、
細
切
り
昆
布
、
赤

唐
が
ら
し
を
ま
ぜ
て
重
し
を
し
、
一
晩

お
い
て
出
来
上
が
り
ま
す
。
2
〜
3
日

の
う
ち
に
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

★
白
菜
麻
婆
の
作
り
方

2
人
分
の
材
料：

白
菜
1
／
6
カ
ッ

ト
、
豚
ひ
き
肉
100
ｇ
、
し
ょ
う
が
1
か

と
う

ば
ん
じ
ゃ
ん

け
、
葱
10
㎝
、
豆
板
醤
小
さ
じ
1
／

て
ん
め
ん
じ
ゃ
ん

2
、
調
味
料
Ａ
（
甜
麺
醤
大
さ
じ
1
、

醤
油
大
さ
じ
1
／
2
、
ス
ー
プ
の
素
小

さ
じ
1
、
水
1
／
2
カ
ッ
プ
）、
調
味

料
Ｂ
（
片
栗
粉
小
さ
じ
2
、
水
大
さ
じ

2
、
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
1
、
ご
ま
油
小

さ
じ
1
）

白
菜
の
軸
は
1
㎝
幅
、
6
〜
7
㎝
の

長
さ
に
切
り
ま
す
。
葉
は
ざ
く
切
り
し
、

し
ょ
う
が
と
葱
は
、
み
じ
ん
切
り
し
ま

す
。
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
・
し
ょ

と
う
ば
ん
じ
ゃ
ん

う
が
・
葱
・
豆
板
醤
を
入
れ
、
火
に

か
け
て
、
香
り
が
た
っ
た
ら
ひ
き
肉
を

加
え
、
強
火
で
パ
ラ
パ
ラ
に
な
る
ま
で

炒
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
白
菜
の
軸
、
葉

の
順
に
加
え
、
調
味
料
Ａ
を
加
え
て
3

〜
4
分
煮
、
調
味
料
Ｂ
を
回
し
か
け
、

火
を
止
め
ま
す
。

食
材
の
持
つ
栄
養
素
を
、
上
手
に
使

っ
て
体
に
役
立
つ
食
事
作
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
た
っ
ぷ
り
食
べ
て
体
内
の

老
廃
物
を
排
出
し
ま
し
ょ
う
。

（
参
考
文
献
�
『
野
菜
で
探
す
「
健
康

食
べ
合
わ
せ
」
手
帖
―
気
に
な
る
症
状

に
は
、
こ
の
野
菜
×
こ
の
食
材
。
こ
の

法
則
が
効
く
！

届
く
！
』
出
版
社
・

ま
つ
む
ら

ま

㈱
主
婦
の
友
社

著
者：

松
村

眞

ゆ

こ

由
子
）

【
桶
川
市
く
ら
し
の
会
】

★
桶
川
市
く
ら
し
の
会
で
は
、
随
時
会

員
募
集
中
で
す
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

市
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
住
宅
用

設
備
の
設
置
者
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
4
月
か
ら
そ
の
補
助

制
度
の
内
容
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

【
変
更
内
容
】

①
補
助
対
象
機
器
の
拡
充

②
補
助
金
額
の
変
更

③
複
数
機
器
設
置
で
の
加
算

④
申
請
に
関
す
る
書
類
の
変
更

※
申
請
時
、
工
事
に
着
手
し
て
お
ら
ず
、

平
成
30
年
3
月
20
日
ま
で
に
実
績
報
告
書

が
提
出
で
き
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ま
た
は
広
報
4
月
号
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

【
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
】

補
助
制
度
の
変
更
に
伴
い
、
申
請
者
に

代
わ
っ
て
申
請
手
続
き
を
行
う
事
業
者
向

け
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
3
月
15
日
㈬
午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
101
・
102

詳
し
く
は
�
環
境
課

○
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
『
閲
覧
』

対
象
▼
市
内
に
固
定
資
産
を
持
つ
人

閲
覧
期
間
▼
4
月
1
日
㈯
か
ら

閲
覧
内
容
▼
平
成
29
年
度
の
自
分
の
所

有
し
て
い
る
固
定
資
産
の
評
価
額
や
税
額

な
ど

○
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
『
縦

覧
』対

象
▼
桶
川
市
固
定
資
産
税
の
納
税
者

縦
覧
期
間
▼
4
月
1
日
㈯
〜
5
月
31
日

㈬
縦
覧
内
容
▼
平
成
29
年
度
の
自
分
が
所

有
し
て
い
る
市
内
の
固
定
資
産
と
他
の
人

の
所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
の
価
格

利
用
時
間
▼
い
ず
れ
も
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分
（
閉
庁
日
は
除
く
）

※
制
度
対
象
の
人
の
要
件
や
費
用
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
�
税
務
課

と
き
▼
3
月
22
日
㈬
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
5
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
農
業
委
員
会
事
務
局

平平成成2288年年度度協協働働推推進進提提案案事事業業のの報報告告会会をを開開催催ししまますす
詳しくは�自治文化課

と き�３月１８日㈯午後１時２０分～３時５０分（予定）
ところ�市民活動サポートセンター

桶川市協働推進提案事業とは…
地域の課題を解決するために、市民活動団体と市がそれぞれの特性を活かし、適切な役割分担のもと
に双方の責任において協力しながら行う事業です。
平成２８年度の募集では８件の応募があり、うち７件が採択・実施されました。

み み

見見るる観観るるココーーナナーー（（芸芸術術文文化化にに関関すするる展展示示・・告告知知ススペペーースス））ののごご案案内内
詳しくは�自治文化課

駅自由通路内にある「見る観るコーナー」は、サークルなどの団体が芸術文化に関する展示・告知を行うた
めの施設です。利用希望の場合は、自治文化課まで問い合わせください。

利用対象者�市内に活動の拠点を置く団体（個人は不可）
利 用 内 容�上段：団体による芸術・文化作品などの展示（書、絵画、写真など）

下段：市内で行われる芸術・文化事業などの告知（ポスターの掲示など）
利 用 期 間�上段：各月１日～１６日、または１６日～翌月１日

（ただし、開始日か終了日が休日の場合はそれ以降の休日でない日）
※利用初日、最終日の午前９時４０分から搬入・搬出を行ってください。

下段：芸術・文化事業などを告知するのに十分な期間
利 用 料�無料
申 込 み�使用する月の６か月前の１日（休日の場合それ以降

の休日でない日）から直接、自治文化課で申込みを
受け付けます。

上段：原則、各月２団体のみ使用できます。
申請受付開始日の午前８時３０分時点で３団体以上の申込み
があった場合、その時点で申込みを締切り、抽選によって
２団体を選びます。

下段：スペースが空き次第、申込みを受け付けます。申込時に掲
示するポスターなどを持参してください。

協働の相手

自治文化課
学校支援課
自治文化課
学校支援課
自治文化課
自治文化課
桶川公民館
自治文化課
生涯学習
文化財課
自治文化課
学校支援課

市民活動団体

NPO法人アジアの仲間による航空フ
ォーラム

桶川市民ホール友の会

コミュニティシネマおけがわ

おけがわ日本語友の会

ボランティアグループ 紅花の会

桶川 ITネット

なないろ・みらい～自分らしく生きた
い子ども・親・先生を支える会～

事業名

姉妹都市交流への「架け橋」事業

「年越しみんなの第九・クリスマスコンサ
ート」事業

映画「物置のピアノ」上映事業

食で繋がる国際交流事業

平和へのメッセージ事業

パソコン指導者養成講座事業

自主上映会と講演「その子らしさの生き方
を求めて。知ろう！つながろう！」事業

開始時刻
（予定）

１３：２０

１３：４０

１４：００

１４：２０

１４：５０

１５：１０

１５：３０

白

菜

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2017．3 11882017．31199

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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駅
西
口
観
光
案
内
板
の
除
幕
式

を
行
い
ま
す

「
文
芸
桶
川
」
第
37
号
発
行
の

お
知
ら
せ

応
急
手
当
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

講
習

平
成
29
年
度
不
動
産
鑑
定
士
に
よ

る
不
動
産
の
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す

浦
和
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

【
事
例
】

築
30
年
以
上
の
実
家
に
一
人
で
暮
ら
す

高
齢
の
母
か
ら
、
私
が
帰
省
し
た
際
に
以

下
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
。

「
無
料
で
雨
ど
い
を
調
査
し
、
大
雪

の
被
害
が
確
認
で
き
た
ら
無
料
交
換
し

ま
す
」
と
い
う
チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
て

調
査
を
依
頼
し
た
。
業
者
が
雨
ど
い
を

見
て
「
火
災
保
険
の
申
請
を
す
れ
ば
自

己
負
担
な
し
に
修
理
で
き
る
」
と
言
う

の
で
見
積
り
を
依
頼
す
る
と
、
業
者
が

「
他
の
箇
所
も
調
査
し
て
あ
げ
る
」
と
、

い
ろ
い
ろ
不
具
合
箇
所
を
見
つ
け
て
き

て
、
結
局
見
積
り
額
は
合
計
300
万
円
と

な
っ
た
。
保
険
金
で
賄
え
る
と
思
い
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
契
約
を
し
た
」

私
は
「
そ
ん
な
に
火
災
保
険
金
が
下
り

る
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
い
、
保
険
会
社
に

問
い
合
わ
せ
る
と
「
老
朽
化
の
部
分
は
保

険
対
象
外
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
保
険
申

請
の
結
果
、
保
険
金
は
80
万
円
ほ
ど
下
り

た
が
、
工
事
契
約
額
に
到
底
足
り
な
い
の

で
業
者
に
解
約
し
た
い
と
伝
え
た
ら
、
違

約
金
と
し
て
100
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。

「
保
険
金
で
家
の
修
理
が
で
き
る
」「
保

険
金
申
請
も
無
料
で
や
る
」
な
ど
と
持
ち

か
け
ら
れ
、
住
宅
工
事
を
契
約
し
た
と
こ

ろ
、
申
請
し
た
保
険
金
が
適
用
対
象
外
で

支
払
わ
れ
ず
、
工
事
の
自
己
負
担
金
が
発

生
し
た
、
解
約
を
求
め
た
ら
高
額
な
違
約

金
を
請
求
さ
れ
た
、
と
い
う
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
屋
根
・
床
下
な
ど
の
破
損
箇
所

の
に�

せ�

の
写
真
（
実
際
に
消
費
者
宅
を
写

し
た
の
で
は
な
く
、
業
者
が
作
成
し
た
写

真
）を
見
せ「
早
く
修
理
し
な
い
と
危
険
」

な
ど
と
不
安
を
あ
お
っ
て
不
要
な
工
事
契

約
を
迫
っ
た
り
、
実
在
す
る
保
険
会
社
と

の
関
係
を
匂
わ
せ
た
勧
誘
を
し
た
り
、
ず

さ
ん
な
工
事
を
し
た
後
、
連
絡
が
途
絶
え

る
業
者
も
い
ま
す
。
安
易
に
工
事
契
約
し

な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
業
者
の
言
う
こ
と
を
う
の
み
に
せ
ず
、

す
ぐ
に
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
火
災
保
険
は
本
来
災
害
に
よ
る
被
害
の

填
補
の
た
め
の
も
の
で
す
。
経
年
劣
化
は

支
払
い
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
商

品
に
よ
っ
て
は
風
水
害
に
よ
る
損
害
は
補

償
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
保
険
適

用
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
、

何
が
補
償
さ
れ
る
商
品
な
の
か
を
、
工
事

契
約
前
に
保
険
会
社
に
自
分
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

③
訪
問
販
売
に
よ
る
契
約
は
、
特
定
商
取

引
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
契
約
後
、
工
事

後
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契
約
の
取

り
消
し
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
本
当
に
工
事
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず

複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、
慎

重
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
全
国
共
通

の
電
話
番
号
で
あ
る
1
8
8（
い
や
や
！
）

で
、
お
近
く
の
公
的
な
相
談
窓
口
に
つ
な

が
り
ま
す
。

桶
川
へ
観
光
に
訪
れ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
桶
川
の
見
ど
こ
ろ
が

す
ぐ
わ
か
る
、
観
光
情
報
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
案
内
板
が
駅
西
口
に
完
成
し
ま
す
。
オ

ケ
ち
ゃ
ん
も
駆
け
つ
け
て
記
念
除
幕
式
を

行
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
新
し
い
桶
川
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
配
布
し
ま
す
。

と
き
▼
3
月
25
日
㈯
午
前
11
時
か
ら

と
こ
ろ
▼
駅
西
口
観
光
案
内
板
前
（
三

井
住
友
銀
行
前
）

※
雨
天
中
止

詳
し
く
は
�
産
業
観
光
課

市
民
の
皆
さ
ん
の
文
芸
活
動
発
表
の
場

で
あ
る
「
文
芸
桶
川
」
第
37
号
を
発
行
し

ま
す
。
3
月
13
日
㈪
か
ら
生
涯
学
習
文
化

財
課
で
頒
布
し
ま
す
。

頒
布
価
格
▼
800
円

詳
し
く
は
�
生
涯
学
習
文
化
財
課

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）
お
よ
び
大
出
血
時
の
止
血
方
法

な
ど
※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

と
き
▼
4
月
16
日
㈰
午
前
9
時
〜
正
午

（
午
前
8
時
45
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

（
鴻
巣
市
箕
田
1
6
3
8
―
1
）

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
、
当
消
防
本
部
発
行
の
受
講
証
明

書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
提
示

で
も
可
）

そ
の
他
▼
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き

ま
す
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
救
命
講
習

の
受
講
時
間
が
開
始
よ
り
1
時
間
免
除
さ

れ
ま
す
）。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
3
月
15
日
㈬
〜
4

月
9
日
㈰
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
鴻
巣

消
防
署
吹
上
分
署
（
鴻
巣
市
鎌
塚
1
―
1

―
21
、
�
048
―
547
―
0
1
1
9
）
へ
。

と
き
▼
4
月
1
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

4
時と

こ
ろ
▼

①
さ
い
た
ま
浦
和
会
場
↓
さ
い
た
ま
市
浦

和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
川
越
会
場
↓
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
ヂ
ン
グ

主
催
・
問
合
せ
�
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
�
８３８
―
０
４
８
３

と
き
▼
3
月
9
日
㈭
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分

※
4
月
以
降
も
開
催
予
定
で
す
が
、
詳
し

く
は
予
約
時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
▼
伊
奈
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー相

談
方
法
▼
面
談
相
談（
1
組
1
時
間
）

※
要
予
約

予
約
方
法
▼
電
話
（
838
―
7
4
7
2
）

で
、
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
。

相
談
内
容
▼
相
続
、
遺
言
、
登
記
、
債

務
整
理
、
成
年
後
見
、
不
動
産
の
名
義
変

更
な
ど

費
用
▼
無
料

主
催
▼
埼
玉
司
法
書
士
会

問
合
せ
�
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

�
８６３
―
７
８
６
１

４月から、現金・クレジットカード納付による、
国民年金保険料の２年前納が始まります

4月から、口座振替に加えて現金・クレジットカード納付についても、割引額の大きな、国民年金保険料の
2年前納が利用できるようになります。
●現金（納付書）による前納
任意の月から翌年度末までの前納が可能になりま

す。
※最大で4月分から翌々年3月分までの2年分の
前納が可能になります。

●クレジットカードによる前納
新たに2年前納が可能になります。
現在の口座振替による2年前納と同じく、4月分

から翌々年3月分までの保険料を4月末に納付いた
だきます。
問合せ�大宮年金事務所�６５２－３３９９

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
金
を
使
っ
て
住
宅
修
理
？
訪
問
勧
誘
に
注
意
！

【
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

相
談
日
時
▼
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時
３０
分

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯

を
ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

消費者庁イラ
スト集より

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

桶川市公式ツイッター
＠okechan_okegawa

桶川の情報を
つぶやいている
べに～

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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放
送
大
学
4
月
生
募
集

の
お
知
ら
せ

空
き
巣
や
忍
び
込
み
被
害
多
発

〜
在
宅
中
も
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
〜

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

「
秘
蔵
の
椿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
お
知
ら
せ

内
職
相
談
室

移
転
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
第
1
学

期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
と
お
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間
▼
3
月
20
日
（
月
・
祝
）
ま

で
資
料
請
求
先
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
電
話
（
650
―
2
6
1
1
）
で
、
放
送
大

学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
。
※
無
料

そ
の
他
▼

○
15
歳
以
上
の
人
な
ら
、
1
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

の
人
は
、
入
学
試
験
な
し
で
全
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
、
4
年
以
上
在
学
し
て

124
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、学
士（
教

養
）
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
人

に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
�
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ

ー
�
６５０
―
２
６
１
１

上
尾
警
察
署
管
内
で
は
、
空
き
巣
や
忍

び
込
み
な
ど
の
侵
入
盗
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
手
口
と
し
て
は
、
鍵
の
か
か
っ

て
い
な
い
窓
や
玄
関
か
ら
の
侵
入
や
窓
ガ

ラ
ス
を
割
っ
て
鍵
を
開
け
て
の
侵
入
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
①
玄
関
や
窓
に

補
助
錠
を
つ
け
る
②
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
つ

け
る
③
就
寝
時
や
短
時
間
の
外
出
で
も
施

錠
す
る
④
建
物
の
周
辺
に
足
場
と
な
る
よ

う
な
も
の
を
置
か
な
い
、
な
ど
の
対
策
を

し
、
大
切
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
�
上
尾
警
察
署
�
７７３
―
０
１
１

０

椿
の
開
花
時
期
に
あ
わ
せ
、
解
説
パ
ネ

ル
や
江
戸
時
代
の
椿
の
図
譜
の
展
示
を
し

ま
す
。

さ
ら
に
、
普
段
非
公
開
に
な
っ
て
い
る

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
「
ツ
バ
キ
園
」
を
特
別

公
開
し
ま
す
。

江
戸
椿
を
は
じ
め
と
す
る
500
種
類
以
上

の
ツ
バ
キ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
こ

の
機
会
に
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

※
気
候
状
況
に

よ
り
、
見
頃
時

期
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
3
月
18
日
㈯
〜
4
月
16
日
㈰
の

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

と
こ
ろ
▼
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

都
市
緑
化
植
物
園

費
用
▼
大
人
（
高
校
生
以
上
）
↓
410
円
、

シ
ル
バ
ー
（
65
歳
以
上
）
↓
210
円
、
小
人

（
小
中
学
生
）
↓
80
円

※
駐
車
料
金
は
、
別
途
か
か
り
ま
す
。

問
合
せ
�
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー
�
０
４
９
３
―
５７
―
２
１
１

１
内
職
相
談
室
は
、
勤
労
福
祉
会
館
の
改

修
工
事
に
伴
い
、
東
部
区
画
整
理
推
進
事

務
所
に
一
時
移
転
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

工
事
の
完
了
に
伴
い
、
勤
労
福
祉
会
館
で

相
談
の
受
付
を
再
開
し
ま
す
。

ま
た
、
3
月
22
日
㈬
か
ら
電
話
番
号
も

変
更
と
な
り
ま
す
。

移
転
日
▼
3
月
22
日
㈬

※
3
月
17
日
㈮
ま
で
に
つ
い
て
は
、
東
部

区
画
整
理
推
進
事
務
所
で
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

移
転
先
▼
勤
労
福
祉
会
館
（
北
1
―
12

―
10
）

連
絡
先
▼
773
―
1
1
2
1
（
3
月
22
日

㈬
か
ら
）

相
談
日
▼
毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日
（
年

末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）
い
ず
れ
も
、
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

詳
し
く
は
�
産
業
観
光
課
、
内
職
相
談

室
�
７２９
―
０
０
０
１（
３
月
１７
日
㈮
ま
で
）、

７７３
―
１
１
２
１
（
３
月
２２
日
㈬
か
ら
）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

3月 の無料相談 ●桶川市役所・教育委員会／�786－3211（代表） �786－9866
●社会福祉協議会／�728－2221�728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

3日㈮・10日㈮・24日㈮・31㈮
14：00～17：00
18日㈯9：00～12：00
4月7日㈮・21日㈮・28日㈮
14：00～17：00
15日㈯9：00～12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

9日㈭※次回は4月13日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

1日㈬※次回は4月3日㈪
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

税務相談（予約制） 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相
談 22日㈬13：00～16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体の
相 談 員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

18日㈯
9：00～12：00

仮設庁舎201会議室
電話でも可 �786－3211

マンション管理相談（予約制） マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣問
題についての相談 22日㈬10：00～12：00 仮設庁舎相談室

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

10日㈮※次回は4月14日㈮
10：00～12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通�786－3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 13日㈪、27日㈪

10：00～16：00 仮設庁舎相談室 人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談

14日㈫
9：00～12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
※下記の記事を参照くださ
い。 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎2階
電話でも可 �786－3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�777－7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�787－5562

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
9：15～16：30

桶川市教育センター
直通�786－3237

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通�728－2369 社会福祉協議会

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station
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駅
川
桶

健 康
ステーション

Health Station

申込み
問合せ

健康増進課（保健センター内）（〒363－0024 鴨川1－4－1）Health Station

旧
中
山
道

駅
西
口
公
園

��������������������������
�����������������������

皆
さ
ん
は
「
転
倒
の
予
防
」
と
聞
い

て
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
高
齢
者
が
年
と
と
も
に
転

び
や
す
く
な
る
の
を
予
防
す
る
と
い
う

事
で
す
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の

こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
で

す
が
、
高
齢
者
が
転
倒
す
る
と
骨
粗
鬆

症
な
ど
に
よ
り
骨
が
弱
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
容
易
に
骨
折
し
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
骨
折
す
る
と
骨
折
し
た
足
腰
の

機
能
が
低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、
持
病

が
悪
化
し
た
り
し
て
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
り
ま
す
。
実
際
に
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
原
因
の
10
数
パ
ー
セ
ン
ト
が

転
倒
・
骨
折
で
す
。
で
す
か
ら
、
転
倒

は
本
人
の
不
注
意
と
い
う
面
も
あ
り
ま

す
が
、
予
防
で
き
る
も
の
な
ら
、
こ
れ

を
予
防
し
て
本
人
や
家
族
の
み
な
ら
ず
、

社
会
の
負
担
も
減
ら
せ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

転
倒
の
原
因
と
し
て
加
齢
に
よ
る
筋

力
の
低
下
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
悪
化
、

骨
粗
鬆
症
や
変
形
性
関
節
症
な
ど
の

骨
・
関
節
の
老
化
、
認
知
症
や
脳
梗
塞

な
ど
の
神
経
系
の
病
気
、
心
臓
・
血
管

系
の
持
病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
更
に
注

意
し
た
い
の
は
、
持
病
の
治
療
の
た
め

に
飲
ん
で
い
る
薬
で
ふ
ら
つ
い
た
り
、

転
倒
を
招
く
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

ま
た
、高
齢
者
に
と
っ
て
危
険
な「
環

境
」
も
転
倒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
段

差
や
滑
り
や
す
い
場
所
、
不
適
切
な
は

き
物
、
ち
ょ
っ
と
し
た
障
害
物
、
暗
い

部
屋
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

転
倒
予
防
の
対
策
に
つ
い
て
で
す
が
、

お
わ
か
り
の
よ
う
に
前
に
書
い
た
よ
う

な
転
倒
の
原
因
を
可
能
な
限
り
取
り
除

い
て
い
く
こ
と
で
す
。
健
康
体
操
や
太

極
拳
な
ど
は
筋
力
の
低
下
を
防
ぎ
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
一
人
だ

と
長
続
き
し
ま
せ
ん
し
、
危
険
な
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
広
報
な
ど
で
運
動

サ
ー
ク
ル
を
探
し
た
り
、
自
治
体
の
体

操
教
室
や
転
倒
予
防
教
室
を
利
用
す
る

と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
持
病
を
お
持
ち

の
方
は
、
持
病
を
よ
り
良
く
安
定
さ
せ
、

主
治
医
と
相
談
し
、
運
動
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
睡
眠
薬
、
安
定

剤
な
ど
を
飲
ん
で
い
る
場
合
は
、
適
量

か
尋
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。
部
屋
は
明
る

く
し
て
、
床
に
チ
ラ
シ
や
電
気
コ
ー
ド

が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
つ
ま
ず
き
や

す
い
場
所
が
あ
れ
ば
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

転
倒
の
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
介
護
の

必
要
の
な
い
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し

ょ
う
。

【（
一
社
）桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
】

Let’s

ト
ラ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
東
１２
㎞
コ
ー
ス
）

〜
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
篠
津
の
桜
）〜

と
き
▼
3
月
30
日
㈭

午
前
8
時
に
駅
西
口
公
園
噴
水
前
集
合

午
後
2
時
頃
解
散
予
定
（
小
雨
決
行
）

コ
ー
ス
▼
駅
西
口
公
園
〜
べ
に
花
ふ
る

さ
と
館
〜
加
納
天
満
宮
〜
後
谷
公
園
〜
多

気
比
売
神
社
〜
篠
津
の
桜
堤
〜
わ
ん
ぱ
く

村
〜
駅
西
口
公
園

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
昼
食
、
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
、
雨
具
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し

た
服
装
、
履
き
な
れ
た
靴

費
用
▼
100
円
（
保
険
代
）
※
当
日
集
金

し
ま
す
。

定
員
▼
市
民
30
人
【
先
着
順
】

申
込
み
▼
3
月
6
日
㈪
午
前
9
時
〜
24

日
㈮
に
電
話
ま
た
は
直
接
、
健
康
増
進
課

へ
。主

催
▼
桶
川
市
健
康
づ
く
り
市
民
会
議

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
会

※
持
病
の
あ
る
人
は
、
主
治
医
に
相
談
の

う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健康増進課
（保健センター内）

�786-1855
�786-0096

こどもの
健康診査

種 別 と き ところ 受付時間 内 容

４か月児健診 ３月１０日㈮ 保健
センター １３：１５～１４：１０

診察、身体計測、育児相談、離乳食相談・
試食、絵本コーナー
持ち物母子健康手帳・健診票

７か月児・
１０か月児相談

〈高崎線東側〉
３月７日㈫
４月１８日㈫

母子健康
センター

９：３０～１０：３０

保健師による身体観察、身体計測、育児相
談、栄養士による離乳食相談
※対象児は、７か月児と１０か月児です。
高崎線を挟んで、東側は母子健康センタ
ー、西側は保健センターで行います。
その他、電話にてご相談ください。

持ち物母子健康手帳

〈高崎線西側〉
３月１３日㈪
４月１０日㈪

保健
センター

１歳６か月児健診
（個別通知あり） ３月２２日㈬

母子健康
センター １３：１５～１４：１０

内科・歯科診察、歯科指導、身体計測、親子
遊び、育児・幼児食相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票

３歳３か月児健診
（個別通知あり） ３月１７日㈮

保健
センター １３：１５～１４：１０

内科・歯科診察、身体計測、育児・幼児食相談、
発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票

フッ素塗布 ３月２７日㈪ 保健
センター

１回目
１３：３０～１４：００
２回目以降
１４：００～１４：３０

１歳６か月児健診終了児、６か月ごとに塗布します。
持ち物母子健康手帳
問合せ�口腔保健センター（北足立歯科医師会）

�048－596－0275

母子健康
相 談

種 別 と き ところ 受付時間 対象者および内容 定員

マタニティ
クラス
《要予約》

４月１３日㈭
１４：００～１６：００

保
健
セ
ン
タ
ー

１３：４５～１４：００

妊娠１６～３２週の妊婦
プレママカフェ：お茶を飲みながら
交流会、妊娠中の栄養のとり方など
の話
持ち物母子健康手帳、筆記用具

２０人

４月１７日㈪
１３：３０～１６：００ １３：１５～１３：３０

妊娠２０～３５週の妊婦（夫も可）
出産準備クラス：妊娠経過から出産の
話、安産体操、交流会
持ち物母子健康手帳、筆記用具

１５人

パパママ体験
クラス
《要予約》

３月４日㈯
４月８日㈯
１０：００～１２：００

９：４５～１０：００

妊娠２４～３６週の妊婦と夫
（祖父母になられる方も歓迎）
赤ちゃんのお風呂の入れ方、育児について
持ち物母子健康手帳、筆記用具

９組

赤ちゃん
サロン

３月２日㈭
４月６日㈭
１０：００～１２：００

１０：００～１１：１５

２～６か月児と保護者
ママ達の仲間づくり、交流の場として
ご利用ください。
持ち物母子健康手帳

なし

注1）母子健康相談については、実施日の1週間前までに電話で申し込みください。また、効果的に参加していただ
くため、対象となる乳児以外の小さなお子様を連れての参加はご遠慮ください。

注2）母子健康相談の対象となる乳幼児用のおむつ・調乳用のお湯などは、各自で持参してください。

おとなの
健康相談

種 別 とき ところ 受付時間 対象者および内容

お立ち寄り
健康相談

３月１４日㈫ 保健センター ９：３０～１１：００

対象成人
内容血圧測定、生活習慣病予防・
バランスの良い食事のとり方な
どの相談

※気軽にお立ち寄りください！
※奇数月のみの開催になります。

※保健センターの駐車場は数に限りがありますので、ご了承ください。

転
倒
の
予
防

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

訂正 2月号の「健康づ
くり幸せづくり」コーナー
の「入れ歯及び差し歯につ
いて」の記事で誤解を招く
表現がありました。お詫び
して訂正します。
正：部分入れ歯とは、1本
抜けた状態から1本だけ
残った状況に適用される、
取り外せる入れ歯の事
誤：部分入れ歯とは、歯が
1本だけ残った状況に適
用される、取り外し可能
な入れ歯の事

�786-1855／�786-0096

ちょっと
気軽に

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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森
情
報

ま
ち
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話
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市
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伝
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おけがわイベント
情報局

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

春
の
桶
川
を
歩
き
ま
せ
ん
か

（
西
側
約
８
㎞
）

春
の
野
の
花
を
生
け
る
講
座

〜
暖
か
い
日
差
し
を
浴
び
て
、
野
の

花
が
芽
を
だ
し
て
き
て
い
ま
す
〜

第
６
回
市
民
活
動
セ
ミ
ナ
ー
開
催

〜
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
に
よ
る
チ
ラ
シ
作
成
講
座
〜

第
６７
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会

（
県
展
）
作
品
募
集

と
き
▼
4
月
1
日
㈯
午
前
9
時
（
桶
川

駅
）集
合
〜
正
午
頃（
普
門
寺
し
だ
れ
桜
）

解
散
※
小
雨
決
行

定
員
▼
20
人
【
先
着
順
】

コ
ー
ス
▼
桶
川
駅
〜
日
出
谷
氷
川
神
社

〜
坂
巻
醤
油
店
〜
諏
訪
神
社
〜
普
門
寺
の

し
だ
れ
桜

持
ち
物
▼
雨
具
、
飲
み
物

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
3
月
6
日
㈪
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
桶
川
市
観
光
協
会

�
776
―
8
5
9
0
へ
。

親子体操教室
跳んだり、転がったり、全身を動かし脳の活性化を促すことで、
感受性豊かで丈夫な身体作りを親子で楽しく体感しましょう。
と き�3月18日㈯午後1時30分から
ところ�川田谷生涯学習センター
対 象�3歳～5歳の幼児とその家族
定 員�50人（25組）【先着順】 費 用�一人50円（保険代）
持ち物�運動しやすい服装、体育館用シューズ、タオル、飲み物
講 師�伊藤由美子さん

（日本体育大学児童スポーツ教育学部准教授）
申込み�3月3日㈮午前9時より、電話または直接、桶川公民館へ。

ササササササササササササササササササササササンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチののののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
～春のパーティー、いろいろな

具材で組み合わせは無限大！～

と き�3月21日㈫午前10時30分から
ところ�桶川公民館
定 員�20人【先着順】
費 用�800円（材料代・保険代）
持ち物�タオル、エプロン、飲み物
講 師�木村美里さん
申込み�3月7日㈫午前9時から、電話

または直接、桶川公民館へ。

交交通通安安全全教教室室
～意外と知らない⁉交通ルールを勉強しよう～
自転車シミュレーター・歩行者シミュレーター
を使い、交通ルールを勉強します。講話は、専任
講師が最新の交通情勢から身近な事故の防止策な
どの豊富な事例を交えつつ、安全意識を高める内
容です。
とき�3月12日㈰
【第一部】午後1時30分～2時45分
（対象：小学生・未就学児親子）
※小学校3年生以下は保護者同伴
【第二部】午後3時～4時30分
（対象：中学生以上）
ところ�川田谷生涯学習センター
定員�各50人※応募者多数の場合は

市内在住の人優先となります。
費用�無料
講師�ファインモータースクール専任講師
主催�ファインモータースクール
申込み・問合せ�３月２日㈭午前９時から、電話

または直接、安心安全課へ。

第３６回加納公民館サークル発表会
利用団体の日頃の活動の成果を展示・発表しま
す。今年も両日とも各種団体による演奏会があり
ます。
ところ�加納公民館

詳しくは�加納公民館

日
常
遣
い
の
器
を
使
っ
て
、
な
に
げ
な

い
野
の
花
を
生
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
3
月
29
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時

30
分と

こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

定
員
▼
15
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
800
円
（
う
つ
わ
代
、
材
料
代
）

持
ち
物
▼
花
ば
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、
大

き
め
の
ビ
ニ
ー
ル
袋（
作
品
持
ち
帰
り
用
）、

新
聞
紙

講
師
▼
西
谷
恵
翠
さ
ん

申
込
み
▼
3
月
7
日
㈫
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
桶
川
公
民
館
へ
。

市
民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
、
イ
ベ
ン
ト

や
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
作
り
に
お
悩
み
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン

で
チ
ラ
シ
を
作
ろ
う
と
す
る
人
を
対
象
に

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
操
作
方
法
を
お
教

え
し
ま
す
。

と
き
▼
3
月
8
日
㈬
午
後
1
時
30
分
〜

4
時と

こ
ろ
▼
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
定
員
▼
15
人
【
先
着
順
】

持
ち
物
▼
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

※M
icrosoftW

ord2010、
2013、

2016

が
入
っ
て
い
る
も
の

講
師
▼
土
屋
徳
康
さ
ん
（
桶
川
Ｉ
Ｔ
ネ

ッ
ト
）
ほ
か

申
込
み
▼
3
月
7
日
㈫
（
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
。

と
き
▼
5
月
30
日
㈫
〜
6
月
21
日
㈬

※
月
曜
休
館

と
こ
ろ
▼
県
立
近
代
美
術
館

応
募
資
格
▼
15
歳
以
上
の
県
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

出
品
手
数
料
▼
1
点
に
つ
き
3
�
0
0

0
円申

込
み
▼
県
生
涯
学
習
文
化
財
課
ま
た

は
市
自
治
文
化
課
、
各
公
民
館
、
駅
西
口

図
書
館
、
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
要
項
を
確

認
し
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
搬
入
期
間
に
近
代
美
術
館
へ
直
接
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
県
展
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

安心安全課�７８６－３２１１（代表）
加納公民館�７２８－１０４０（月曜休）

自治文化課�７８６－３２１１（代表） 桶川公民館�７７２－３８８８（月曜休）
市民活動サポートセンター�７８６－２４００（月曜休）

内 容

【実演】碁友会（囲碁）、太極拳サーク
ル加納（太極拳）、着付サークル
（和服の着付）

【特設】「ぷちとまと」によるパン・ク
ッキーなどの販売

【展示】切り絵サークル（切り絵）、初
ひな（つるしびな）、仏画サーク
ル（写仏）、書道サークルさわら
び（書道）、和裁サークル（和裁）、
花みづゑ（水彩画）、水墨画サー
クル（水墨画）、加納写真サーク
ル（写真）、秋桜会（ペン習字・
小筆）、彩桜会（油絵）

【実演】五月会（茶道）
【特設】「べにっこ」によるまんじゅう・

赤飯などの販売

と き

３月１１日㈯
午前１０時～
午後３時３０分

３月１１日㈯・
１２日㈰

午前１０時～
午後３時３０分

３月１２日㈰
午前１０時～
午後３時１５分

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

受講料無料
事前申込不要

テーマ 医療安全のおはなし
「くすりの安全な管理方法」「入院中の転倒防止」
講師：渋谷 清（医薬品安全管理責任者・薬剤師）

岡田和子（医療安全管理責任者・看護師）
■日時：3月18日㈯13時00分～14時30分

■場所：北里大学メディカルセンター南館2階AB会議室 後援：北本市、桶川市、鴻巣市、各市老人クラブ連合会
☆お問い合わせ：北里大学メディカルセンター事業部総務課 048－593－1212（代表）

北里大学メディカルセンター 市民講座
テーマ 第６回 体のスマート・エイジング
講演１ 要介護にならないために―若さの秘訣― 講師：内野 正隆（整形外科部長）
講演２ 食事でエイジングケア 講師：畑 五月（栄養科 科長）
講演３ 簡単な運動で脳も体もエイジングケア 講師：目黒 智康（リハビリテーションセンター主任）
■日時：3月15日㈬13時30分～15時30分予定

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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平
成
２９
年
度
「
お
け
が
わ
市
民
芸

術
文
化
祭
」
全
体
実
行
委
員
募
集

定員

１６人

１０人

１６人

２０人

ところ
桶川集会所
（ユニティ）
（若宮１－７－
２１）

加納集会所
（パルレ）
（加納８１－１０）

と き
毎月第２・４火曜日
午前１０時から
毎月第２・４木曜日
午前１０時から
毎月第２・４火曜日
午前９時３０分から
毎月第２・４水曜日
午後１時から

開始日

４／１１

４／１３

４／１１

４／１２

講座名

書道教室

デコパー
ジュ教室

書道教室

編物教室

企画展示 『江川が結ぶ縄文のムラ』
～高井・諏訪野・デーノタメ～

桶川市の西部を流れる江川の流域は、縄文時代の人々が活発に暮らしを
営んだ証しである遺跡が遺されています。
今回の企画展示では、日出谷地区の「高井遺跡」と川田谷地区の「諏訪

野遺跡」、さらには北本市内のデーノタメ遺跡から発掘された資料を公開
し、豊かな自然に育まれた縄文人の暮らしを紹介します。

と き�3月5日㈰～5月7日㈰
ところ�川田谷生涯学習センター 費 用�無料

○展示解説講座『発掘者からの報告～高井・諏訪野・デーノタメ～』
と き�3月26日㈰午前9時30分から
ところ�川田谷生涯学習センター 定 員�40人
講 師�磯野治司さん（デーノタメ遺跡・北本市教育委員会）

渡辺清志さん（諏訪野遺跡・埼玉県埋蔵文化財調査事業団）
生涯学習文化財課職員（高井遺跡）

コーディネーター�大工原豊さん（國學院大学講師）

○特別文化財講座『縄文の豊かさを知る～杉並縄文人からの伝言～』
と き�3月26日㈰午後2時から
ところ�川田谷生涯学習センター 定 員�40人
講 師�岡村道雄さん（奥松島縄文村歴史資料館名誉館長）

申込み�各講座は、3月3日㈮～25日㈯に、電話または直接、歴史民俗
資料館へ。

『ひなまつり』
作品募集について
中山道宿場館にて毎年

『ひなまつり』を開催して
います。手づくりのおひな
さま・つるしびななどの作
品を募集します。折り紙の
おひなさま展示用雛壇を用
意し、来館のみなさんも一
緒に参加できます。
※当館でおりがみ・おりか
たシートを用意します。
と き�3月末日まで
問合せ�桶川市観光協会

�７７６－８５９０

10
〜
11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
お
け
が
わ

市
民
芸
術
文
化
祭
」
の
企
画
運
営
を
す
る

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

全
体
実
行
委
員
の
役
割
▼
開
催
す
る
事

業
部
門
の
決
定
、
公
募
事
業
の
選
考
、
市

民
芸
術
文
化
祭
全
体
の
会
計
監
査
な
ど

※
全
6
回
程
度
の
会
議
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
実
施
し
た
事
業
▼

【
ス
テ
ー
ジ
部
門
】
合
唱
フ
ェ
ス
タ
、
器

楽
・
邦
楽
・
郷
土
芸
能

【
展
示
部
門
】
総
合
ア
ー
ト
展
（
絵
画
、

写
真
、
書
、
文
芸
、
工
芸
、
い
け
ば
な
）、

菊
花
展

参
加
資
格
▼
市
内
で
活
動
す
る
芸
術
文

化
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
代
表
す
る
市

民
（
団
体
の
代
表
者
で
あ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）。
な
お
、
連
合
体
（
連
盟
・
連

合
会
・
協
会
な
ど
）
に
所
属
す
る
団
体
に

つ
い
て
は
、
連
合
体
か
ら
の
代
表
と
し
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
▼
ス
テ
ー
ジ
部
門
・
展
示
部
門
共

に
若
干
名

申
込
み
▼
3
月
25
日
㈯
ま
で
に
電
話
、

メ
ー
ル
（city@
hall-okegaw

a.jp

）
ま

た
は
直
接
、
市
民
ホ
ー
ル
�
789
―
1
1
1

3
へ
。

※
第
1
回
会
議
は
、
3
月
29
日
㈬
午
前
10

時
か
ら
、
さ
い
た
ま
文
学
館
で
開
催
予
定

で
す
。

平成29年度桶川市立集会所文化講座
受受講講生生のの募募集集ににつついいてて

教育委員会では、市立集会所において文化講座
を開催します。今年度も趣味を同じくする仲間が
集い、お互いに交流の輪を広げ、明るい地域社会
を築くため、広く受講生を募集します。

費 用�無料（教材費などは実費負担）
申込み�3月1日㈬～10日㈮《必着》で、往復は
がき（1人一枚）に希望教室名（記入例：「桶川
集会所の書道教室」など）・住所・氏名・電話
番号・返信先宛名を記入のうえ、生涯学習文化
財課（〒363－8501住所記入不要）へ。
※受講結果は、3月24日㈮までに通知します。
定員を超えた場合は抽選となります。
詳しくは�生涯学習文化財課

このゆびとまれ主催事業
ジュニアバドミントン教室 前期（楽しく・はねつき）
と き�4月21日～7月7日（毎週金曜日・全10回）

午後7時30分～9時30分
※5月5日、6月16日はお休み

ところ�サン・アリーナ
対 象�市内の小学生 定 員�36人【先着順】
費 用�2，300円（保険代含む）※当日集金
持ち物�ラケット、体育館シューズ、飲み物
申込み�3月10日㈮午前8時から電話で

大沼�728－4929へ。

スポーツ吹矢・ディスゲッター・ソフトペタンク（ボッチャ）
～おやこであそぼう～
と き�4月23日㈰午後1時30分～4時30分
ところ�サン・アリーナ
対 象�市内在住の小学生以上の親子（一般1人も大歓迎）
定 員�25人
費 用�大人400円、子ども200円（用具代、保険代など）
持ち物�タオル、体育館シューズ、飲み物
申込み�往復はがきに、住所・氏名（ふりがな）・年齢・性

別・電話番号・返信先宛名を記入のうえ、4月12
日㈬《必着》までに大沼忠儀（〒363－0001加
納2044－3）へ。

問合せ�大沼�７２８－４９２９

第１６回埼玉県障害者スポーツ大会「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩のののののののののののののののののののののののの国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれああああああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククククク」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」参加者募集
この大会は、埼玉県内で開催
する障害者スポーツ大会の中で
最も競技性の高い大会です。
また、第17回全国障害者スポ
ーツ大会「愛顔つなぐえひめ大
会」に出場する代表選手の選考
を行う大会です。
※身体障害者の参加は、手帳内容によって参加できない場合があるので問い合わせください。
申込み・問合せ�３月６日㈪までに障害福祉課へ。

歴史民俗資料館�７８６－４０３０（月曜休）
障害福祉課�７８６－３２１１（代表）生涯学習文化財課�７８６－３２１１（代表）

大会スケジュール▼
と こ ろ

熊谷スポーツ文化公園陸上競技場
埼玉県障害者交流センター
はらっパーク宮代
コスモスアリーナふきあげ
埼玉県障害者交流センター
ウニクスボウル南古谷店
彩の国くまがやドーム多目的運動場

と き
５／２１㈰ 予備日５／２８㈰

５／２１㈰
４／３０㈰
５／１４㈰
５／２１㈰
５／１４㈰
５／２１㈰

競 技
陸 上 競 技
水 泳
アーチェリー
卓 球
卓球（STT）
ボウリング

フライングディスク

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

相談のみは無料

� 048－775－5892
FAX 048－772－0076

司法書士 井口 鈴子（簡裁代理権取得）
〒363－0023 埼玉県桶川市朝日2丁目12番23号

http : //homepage2．nifty.com/asahi-houmu/

相続・遺言・贈与・借金 着手金不要、費用分割可

その他、法律に関するお悩み、まずはご相談下さい。

遺言のおすすめ…子供がいない。特定の子供に財産を
あげたい。離婚により前妻の子がいる。等々…

【要予約】平日 9：00～17：00
（12：00～13：00除く）

予約により、土、日、祭日の面談可

朝日司法
書士総合法務事務所

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

▲作品例
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荒
川
沿
い
に
も
あ
る

大
自
然
ツ
ア
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
趣
味
の

つ
ど
い
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す

保育所
鴨川、坂田
北、日出谷

保育所
北

日出谷
鴨川
坂田

実施日
８日㈬
１５日㈬

実施日
１日㈬・１４日㈫
１日㈬
７日㈫
２１日㈫

あそぼう会３月
春を見つけに
お散歩に行こう

園庭開放
※雨天中止

荒
川
沿
い
を
散
歩
し
な
が
ら
、
春
の
草

花
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き
▼
4
月
8
日
㈯
午
前
9
時
（
桶
川

駅
西
口
集
合
）
〜
午
後
0
時
30
分

※
雨
天
時
は
4
月
9
日
㈰
に
順
延

と
こ
ろ
▼
荒
川
太
郎
右
衛
門
地
区

定
員
▼
20
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
100
円
（
保
険
代
）

申
込
み
▼
参
加
者
の
氏
名
、
年
齢
、
住

所
、
当
日
連
絡
の
つ
く
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
3
月
21
日
㈫
ま
で
に
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
049
―
247
―
9
8
5
0
）、
メ
ー
ル

ktr-tarou@
m
lit.go.jp

に
て
、
荒
川
太
郎

右
衛
門
地
区
自
然
再
生
協
議
会
事
務
局

（
〒
350
―
1124
川
越
市
新
宿
町
3
―
12
国
土

交
通
省
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
内
）
へ
。

問
合
せ
�
荒
川
太
郎
右
衛
門
地
区
自
然

再
生
協
議
会
事
務
局
�
０４９
―
２２０
―
０
１
４

５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
趣
味
の
つ
ど
い
受

講
生
に
よ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
展
示

作
品
は
、
絵
手
紙
、
ペ
ン
習
字
、
書
道
、

折
紙
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
き
▼
3
月
21
日
㈫
〜
27
日
㈪
午
前
9

時
〜
午
後
4
時
（
た
だ
し
21
日
は
正
午
か

ら
）と

こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

（
3
階
ロ
ビ
ー
）

問
合
せ
�
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
７２８
―

１
１
２
２

探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！～ヤマで遊んでみよう～
市内でも貴重な雑木林の中で、落葉かきや下草刈りなどの森づくり

体験や竹を使った工作などを行います。春の1日を雑木林で楽しく過
ごしましょう。

と き�3月12日㈰午前9時30分～午後3時
※雨天中止（午前8時決定）

ところ�川田谷こどもの森（川田谷小学校北側） 費用�無料
持ち物�作業のできる服装で軍手、タオル、昼食、飲み物
共 催�桶川みどりの会、桶川炭の会、桶川花と緑をいっぱいにする

会、桶川地区更生保護女性会
申込み�3月9日㈭までに、電話またはメール（kankyo@city.okegawa.

lg.jp）で環境課へ（氏名・住所・電話番号・参加人数を確認
します）。

※「川田谷こどもの森」とは…川田谷小学校の北側4，000㎡ほどの雑木
林です。所有者のご厚意により緑地保全のために提供された土地を、
都市緑地法に基づく「市民緑地」として、公開しています。

「「ベベビビーーママッッササーージジ講講座座」」To Baby からWith Baby へ
～ママとBaby ちゃんのスキンシッププログラム～

内 容�ママと一緒にベビーマッサージ、情報交換など
と き�3月22日㈬午前10時30分～11時30分
ところ�日出谷子育て支援センター
対 象�市内在住で、実施日に生後2か月～6か月のあか

ちゃんとその保護者 ※初めての人のみ
定 員�10組【先着順】 費用�無料
講 師�福田千恵さん（ベビーマッサージ協会）
持ち物�バスタオル、おむつ、飲み物
申込み�3月8日㈬午前10時から、電話または直接、日出

谷子育て支援センターへ。

～公立保育所地域子育て支援事業～ あそぼう会と園庭開放のお知らせ
各保育所で毎月あそぼう会と園庭開放を実施しています。
地域の親子に保育所を利用してもらい、子どもたちと交流しな

がら遊ぶことができます。また、年齢の近いお子さんの保護者の
人との交流もできます。
時間�午前9時30分～11時 費用�無料
対象�乳幼児（未就学児）と保護者
持ち物�着替え、タオル、飲み物
申込み�不要（なるべく自転車、徒歩でお越しください）
※子育て相談も実施しています。
詳しくは各保育所ホームページをご覧ください。
鴨川保育所�786－1437 日出谷保育所�787－0593 坂田保育所�728－4653 北保育所�771－2014

市民活動サポートセンター�７８６－２４００（月曜休）
日出谷子育て支援センター�７８９－２５８１ 環境課�７８６－３２１１（代表）スポーツ振興課�７８６－３２１１（代表）

ススポポーーツツ少少年年団団にに参参加加ししててみみまませせんんかか
登登録録団団体体加加入入ののおお知知ららせせとと団団員員募募集集

桶 川 市 ス ポ ー ツ 少 年 団 一 覧 表

種目 スポーツ少年団名 団長名 対 象 練習日 練習場所 入団申込・問合せ地区 学年 性別
サ
ッ
カ
ー

桶川サッカー 大久保義男 市内全域

小

学

生

男女 土・日・祝日 西小 他 大久保�７８７－６２９２
五島�７８６－６８０３

レッドサッカー 矢島 正隆 市内全域 男女 土・日曜日 桶小 高橋�０９０－３０６２－９４４４
水野�０９０－８５１９－３９１７

野

球

桶川ヤンキース 神戸 正之 加納小 男女 土（隔週）・
日曜日 加納小 神戸�０９０－４９４０－４２５５

坂本�０８０－６５４９－６４８６

桶川カーディナルス 本多 和彦 西小・
朝日小 男女 土・日・祝日 朝日小 他 大塚�０９０－７９０８－８２３６

定常�７７５－１０１７

日出谷スターズ 小山 三郎 日出谷小 男女 土・日曜日 日出谷小 小山�７８６－８８００
小杉�７８６－６９５５

桶川ヤングアローズ 松山 龍一 市内全域 男女 土・日・祝日 桶小 他 横塚�７７２－７８０７
若松�７７６－１００４

川田谷ベアーズ 山中 清 市内全域 男女 土・日曜日 総合運動場 谷島�７８７－３８６９
北島�７６７－６９１５

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

桶北ミニバスケット 石川 顕一 市内全域 女 火・木・土・
日曜日 桶小 石川�０４８－５４１－８１９９

宗像�７８７－５８８８

桶西ミニバスケット 岩山 裕史 市内全域 男女 水・木・土・
日曜日 西小 他 森山�７８２－４０７２

鎌田�７８６－５５３２

桶川レグルス 佐藤 太 市内全域 男 土・日曜日 加納小 佐藤�７２９－５１２０
小野�０９０－９９６３－６８８５

日出谷ベリーズ 東海林尚美 市内全域 男女 水・金・
土曜日 日出谷小 中島�７８６－６８０９

藤江�０８０－１０５９－１６５６
ジ
ュニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

桶川ジュニア 岩田 真一 市内全域 男女 金・日曜日 桶小 岩田�７７５－８１２２

桶川西 JVC 水野すみ子 市内全域 男女 月・土・
日曜日 西小 水野�７８６－５６６７

小高�７８７－３６１３

加納 JVC 秋山 浩子 市内全域 女 木・土・
日曜日 加納小 秋山�７２８－３０９７

桶川東 JVC 元場 博之 市内全域 男女 土・日曜日 東小 元場�０８０－６７１３－６８４０

桶川ソフトテニス 笠井 基豊 市内全域 男女 日曜日 舎人テニス
コート

笠井�７２８－９４４５
大島�７７９－２６０８

峰心会桶川空手道 年森 敏 市内全域 小学１年生
～中学生 男女 日曜日 サン・アリーナ 井ヶ田�０９０－８５６５－７３８７白石�０８０－５０１３－５４９２

※会費等、詳細については各団体に直接問い合わせください。
詳しくは�スポーツ振興課

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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鴻
巣
市

K
onosu

C
ity

さ
く
ら
ま
つ
り
開
催

北
本
市

K
itam
oto
C
ity

使
わ
な
く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
募
集

【
鴻
巣
会
場
�
鴻
巣
公
園
】

約
200
本
の
桜
が
公
園
を
華
や
か
に
演
出

し
ま
す
。
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
、
家
族
で
楽
し
く
お
花
見
で
き
ま
す
。

と
き
▼
4
月
2
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

4
時問

合
せ
�
鴻
巣
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
鴻
巣
市
商
工
会
内
�
０４８
―
５４１
―
１

０
０
８
）

【
吹
上
会
場
�
鎌
塚
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
さ

く
ら
橋
、
元
荒
川
親
水
護
岸
周
辺
ほ
か
】

元
荒
川
の
両
岸
に
500
本
以
上
の
桜
が
咲

き
ま
す
。
一
度
は
見
に
行
き
た
い
日
本
の

桜
名
所
＆
名
桜
700
景
に
も
選
ば
れ
て
い
ま

す
。と

き
▼
4
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

問
合
せ
�
吹
上
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
鴻
巣
市
商
工
会
吹
上
支
所
内
�
０４８

―
５４８
―
０
０
４
９
）

【
川
里
会
場
�
あ
か
ぎ
公
園
】

公
園
内
に
約
200
本
の
桜
が
咲
き
誇
り
ま

す
。
地
元
サ
ー
ク
ル
等
に
よ
る
出
店
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
域
の
お
祭
り

の
雰
囲
気
で
お
迎
え
し
ま
す
。

と
き
▼
4
月
2
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

4
時問

合
せ
�
川
里
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
鴻
巣
市
商
工
会
川
里
支
所
内
�
０４８

―
５６９
―
１
７
８
３
）

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ
り
を
も
う

一
度
泳
が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
北
本
市
子

供
公
園
で
は
こ
ど
も
の
日
に
向
け
て
鯉
の

ぼ
り
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
飾
ら
な

く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
御
寄
贈
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
度
御

寄
贈
い
た
だ
い
た
鯉
の
ぼ
り
は
、
返
却
で

き
ま
せ
ん
。

※
吹
流
し
に
つ
い
て
は
飾
り
ま
せ
ん
。
寄

贈
後
の
取
り
扱
い
は
一
任
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
贈
方
法
▼
寄
贈
者
の
名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
を
書
い
た
用
紙
を
持
参
の
う
え
、

北
本
総
合
公
園
（
北
本
市
古
市
場
1
―

167
）
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
北
本
総
合
公
園
管
理
事
務
所

�
０４８
―
５９２
―
４
０
５
０

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

田
部
井
辰
雄

関
口
久
男

ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

〜
音
楽
へ
の
想
い
‥
二
人
の
50
年

と
き
▼
3
月
25
日
㈯
午
後
4
時
30
分

開
場
、
午
後
5
時
開
演

対
象
▼
小
学
生
以
上

定
員
▼
300
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
前
売
3
�
0
0
0
円
※
当
日

は
200
円
増
し
。

宅
地
建
物
取
引
士
講
座

と
き
▼
4
月
8
日
〜
9
月
2
日
（
土

曜
日
・
全
20
回
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
5
月
6
日
、
8
月
12
日
を
除
く

定
員
▼
40
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
6
0
�
0
0
0
円
（
教
材
費

込
）

1
日
で
学
ぶ

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

と
き
▼
3
月
25
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

対
象
▼
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
6
�
0
0
0
円（
教
材
費
込
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
電
話
（
728
―
7

1
1
3
）、
来
館
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

土地・建物の登記
相続：売買：贈与：抵当権設定・抹消等の
登記手続き及び遺言書の作成手続等

まずは電話で相談を（無料）

熊井司法書士事務所
司法書士 熊井道明

〒363－0014 桶川市神明2－2－10
TEL048－775－4472（Fax も同じ）

「簿記検定」「銀行業務検定財務3級」
「ビジネス実務法務検定（3・2）級」対策

■1人～5人の超少人数制 ■講義中の質問も自由
■無料補講制度あり（毎回補講もOK） ■年中無休

塾生
ファースト「堀江ビジネス塾」上尾市弁財1－3－21

�048－716－7307 http : //horie19．com
マイカー通学OK 上尾駅から無料送迎車有（要予約）
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－
　　桶川市民ホール　☎ 階受付（チケット）☎
　　さいたま文学館　☎

　　

映
画
「
オ
ケ
老
人
！
」
上
映
会

県
立
桶
川
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第
３２
回
定
期
演
奏
会

林
部
智
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

２
０
１
７

さ
い
た
ま
文
学
館

情
報

開
館
時
間
▼
10
時
〜
17
時
30
分

記
念
講
演
会

「
筆
跡
か
ら
読
む
俳
句
の
こ
こ
ろ
」

お
は
な
し
や
絵
本
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？
「
お
話
の
部
屋
」

と
き
▼
3
月
19
日
㈰
・
20
日（
月
・
祝
）

上
映
開
始
①
午
前
9
時
40
分
②
午
後
0
時

10
分
③
午
後
2
時
40
分（
開
場
は
20
分
前
）

と
こ
ろ
▼
文
学
ホ
ー
ル

定
員
▼
各
202
人

費
用
▼
全
席
自
由
高
校
生
以
上
1
�
0

0
0
円
、
3
歳
〜
中
学
生
800
円
↓
チ
ケ
ッ

ト
販
売
中

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、
演
歌
ま

で
お
な
じ
み
の
曲
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

と
き
▼
3
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
午
後
1

時
開
場
、
午
後
1
時
30
分
開
演

と
こ
ろ
▼
ホ
ー
ル

費
用
▼
全
席
自
由
500
円
↓
チ
ケ
ッ
ト
販

売
中と

き
▼
7
月
1
日
㈯
午
後
3
時
30
分
開

場
、
午
後
4
時
開
演

と
こ
ろ
▼
ホ
ー
ル

費
用
▼
全
席
自
由
一
般
6
�
0
0
0
円

（
当
日
6
�
5
0
0
円
）
↓
4
月
8
日
㈯

午
前
10
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
販
売

※
未
就
学
児
入
場
不
可

と
き
▼
3
月
4
日
㈯
午
後
2
時
〜
3
時

30
分と

こ
ろ
▼
文
学
ホ
ー
ル

定
員
▼
200
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

講
師
▼
槍
田
良
枝
さ
ん
（
昭
和
女
子
大

学
教
授
）

申
込
み
▼
電
話
で
さ
い
た
ま
文
学
館
へ
。

内
容
▼
素
話
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

指
遊
び
、
言
葉
遊
び
、
歌
な
ど

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
「
ガ
チ
ャ

ガ
チ
ャ
」
の
お
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

と
き
▼
3
月
11
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
午
前
10
時
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
講
座
室
2

対
象
▼
幼
児
、小
学
生（
保
護
者
も
可
）

定
員
▼
30
人

費
用
▼
無
料

講
師
▼
桶
川
子
ど
も
の
本
の
会

申
込
み
▼
不
要

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

桶
川
市
民
ホ
ー
ル

情
報

開
館
時
間
▼
9
時
〜
22
時

催 し 物 と き 内 容

フリーマーケット 毎月第1日曜日
午前9時～午後3時

安くてよい品の展示即売
※出店者募集中！

ふるさと蚤の市 第2日曜日
午前9時～午後3時 古民具・古着などのアンティーク商品の販売

《開講講座》※染物教室・陶芸教室・そば打ち教室・うどん打ち教室・木工細工教室・
書道教室については電話で問い合わせください。

《イベント＆サービス》

年中行事
「草餅の振舞い」 3月3日㈮

食事をした先着200人に草餅を振る舞います。
無くなり次第終了となります。また、歴史ある
当館ゆかりの雛人形を母屋1階に展示します。

四季の音楽会 vol．8
（べに花ふるさと館共催）

3月5日㈰
午後2時～3時30分

季節の歌を中心にソプラノとピアノの演奏をお
楽しみください。
費用�大人2，000円／小学生以下1，000円
※主催者からのお土産（小学生以下除く）およ
びドリンク付

主催�森陽子音楽教室

第12回
ふるさと再発見講座
（べに花ふるさと館共催）

3月25日㈯
①午後1時30分～
2時

②午後2時～
3時45分

①民話の発表（民話の会おばこ・話さんしょの会）
受講料�無料
②講座「荒川の紹介」塚本一三さん（国交省荒
川上流河川事務所副所長・坂戸市）

受講料�600円※中学生以下無料
主催�ふるさと再発見講座実行委員会

桜まつり 4月1日㈯・2日㈰
桜を見ながら中庭でお食事をしませんか。
中庭売店の出店、抹茶の振舞い（無料／各日限
定100杯）

３月の【休館日】の
お知らせ

6日㈪・13日㈪
21日㈫・27日㈪
28日㈫

6日㈪・13日㈪
21日㈫・27日㈪

さいたま文学館
桶川市民ホール

べに花ふるさと館

申込時間：
午前9時～午後6時

�729－1611
�727－02553月

2017．33333
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ここととぶぶきき広広場場ののララジジオオ体体操操

手手ををつつななごごうう
PPTTAAべべにに花花講講演演会会

絵絵本本ココンンテテスストトでで
大大賞賞をを受受賞賞

拉拉致致問問題題啓啓発発映映像像作作品品
「「～～メメッッセセーージジ～～家家族族たたちちのの思思いい」」をを公公演演

公公開開講講座座がが開開催催さされれままししたた

桶桶川川西西高高のの生生徒徒がが「「辻辻村村みみちちよよ」」のの紙紙芝芝居居ををおお披披露露目目

桶桶川川宿宿にに伝伝わわるる習習わわしし「「辰辰のの水水」」

災災害害時時のの医医療療救救護護活活動動等等にに関関すするる
協協定定をを締締結結ししままししたた

市市民民フフォォーーララムム

よこ す か かおり

市内在住の絵画講師 横須賀香さん
の作品「ちかしつのなかで」が「第32回
日産 童話と絵本のグランプリ」におい
て絵本の部の大賞に輝きました。この
コンテストは、大賞に選ばれると作品
が「出版」されることから新人作家の登
竜門と称され、毎年、全国から約3，000
編が寄せられます。横須賀さんは、2人
のお子さんが学校に通っている午前中
や家族が寝静まった深夜に創作活動に
励んでいるそうです。横須賀さんの絵
本は、3月下旬には市内の図書館でも
借りられるようになる予定との事です。

桶川市コミュニティ協議会ならびに桶川市
区長会が主催する公開講座が開催されました。

か とう み ち こ

講師に元泉保育園園長の加藤美知子さんをお
招きし、「朗らかに生きる」というテーマで
講演していただきました。また当日は、事例
発表として「泉二丁目町会」「青少年サマー
キャンプ」「川田谷合宿通学」の活動が紹介
されたほかウクレレの演奏も行われました。

（2月4日 市民ホール）

この取組みは、郷土の偉人を広く知ってもらおうと「辻
村みちよ顕彰会」の関係者が紙芝居作りに実績がある桶川
西高校科学部に話を持ちかけて実現したものです。

さか い り な ささ

紙芝居は、3年の酒井里奈さんが絵を担当し、1年の笹
もと りゅう へい

本龍平さんが脚本を担当。辻村みちよがカテキンを発見
し日本初の農学博士になるまでの半生を親しみやすいタッ
チのイラストで表現しています。この紙芝居は、桶西高の
ハートフル水族館の見学の際に予約すると部員による実演
が見られるほか保育所や小学校への貸し出しも検討してい
るとの事です。 （1月14日 市民ホール）

さわやか福祉財団の
なが すえ こう じ

永末厚二さんを講師に
招き、「みんなで創ろ
う助け合い社会～近助
（近所）の力を‼～」
と題し、市民フォーラ
ムを開催しました。
（1月12日 東公民館）

第第33回回
オオケケちちゃゃんん駅駅伝伝競競走走大大会会結結果果

と き�2月12日㈰ ところ�城山公園
主 催�桶川市教育委員会 参加数�66チーム
結 果�
優勝チーム ※1チーム5名
1部（1・2年生の部）
あさひっこ（関根、池田、金井、剣持、鈴木）
2部（3年生の部）
swimmer’s（小黒、中村、西潟、湯浅、森）
3部（4年生の部）
TN-KID（堂脇、根本、桒名、井ヶ田、辻）
4部（5年生男子の部）
朝日カテールン（速水、伊達崎、石井、清水、井上）
5部（5年生女子の部）
桶川WRC（石井、杉本、中島凛、田中、中島エ）

6部（6年生男子の部）
Wチーズのパンツッタ（川口、坂巻、菅原、高柳、野本）
7部（6年生女子の部）
ドン☆く☆SIZE（小黒、岩﨑、池上、荒、山田）
各部門最高記録賞
1部 金井 咲麗 5部 杉本 輝
2部 森 翔大 6部 北目 智也
3部 根本 拓実 7部 池上 那奈
4部 砂川 大和

拉致問題に対する理解を深める
映像作品の公演がさいたま文学館
文学ホールを会場に行われました。
公演の前にあいさつに立った拉致
被害者の田口八重子さんの兄で北

いい づか しげ お

朝鮮による拉致被害者家族連絡会代表の飯塚繁雄さんは「拉致問
題は、あきらめられない問題であり、日本全体でこの問題と戦っ
ていきたい」と拉致問題の早期解決を訴えました。

（1月28日 さいたま文学館文学ホール）
大規模災害時

に備え、市と（一
社）桶川北本伊
奈地区医師会、
（一社）埼玉県北
足立歯科医師会、
桶川市薬剤師会
は「医療救護活
動等に関する協
定」を締結しま
した。災害発生
時には相互連携
し、救護所などで傷病者の応急処置や口腔ケア、服薬
指導、医薬品の供給などの医療救護活動を円滑に実施
します。 （1月31日）

児児童童生生徒徒美美術術展展

この催しは、市内小中
高のPTAやPTA後援会
が中心となって開催して
いるものです。子どもの
教育に対する責任を自覚

し、家庭が果たす役割を見直す機会の創出を
目的に行われています。今年は「夢をかなえ
るために」と題した講演会のほか市内中高生
のステージ発表や合唱、吹奏楽の演奏、作品
展示が行われ、盛り上がりをみせました。

（1月14日 市民ホール）

「辰の水」は、江戸時代の2月最初の辰の日に桶川宿
の大半を消失するほどの大火に度重なり見舞われた歴史
から、防火を願うものとして始まったといわれています。
第2分団の担当地域では、大正時代に使われていた人
力の手漕ぎポンプを使用。
団員たちは、中山道周辺の商店や文化財に指定されて
いる建物などに放水して回りました。 （2月10日）

この美術展は、市内の小・中学生の創作活動の成
果を保護者や市民に見てもらおうと開催されていま
す。今年度は、特選88点 入選559点の作品が展示
されました。会場は児童生徒の力作を見に訪れた多
くの来場者で賑わいました。
（2月4日・5日 市民ホール

ギャラリー1・2）

この取り組
みは、寿一丁
目町会内にあ
る「ことぶき
広場」を活用
して、健康促
進や一人暮ら
しの住民の安否確認などを目的に4年前から始まりま
した。毎朝の習慣としている参加者も多く、ラジオ体
操のほかごみ袋を持ち寄り、町会の美化活動も実施し
ています。
このラジオ体操は、近隣の皆さんの参加も大歓迎と

の事です。 （2月8日 ことぶき広場）
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まちの話
題まちの話題

  

「桶川みどりの会」のメンバー

市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ

て
い
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
を
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。今
回
は「
桶

お

が
わ
た
す
く

川
み
ど
り
の
会
」の
小
川
佐
代
表
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
桶
川
み
ど
り
の
会
に
つ
い
て

平
成
17
年
10
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
会
員
は
22
人
で
す
。
放
置
さ
れ
た

雑
木
林
を
緑
豊
か
に
再
生
し
、
次
世
代

に
託
す
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

―
―
活
動
内
容

市
内
10
箇
所
あ
る
管
理
地
の
間
伐
、

草
刈
り
、
落
ち
葉
か
き
、
樹
木
・
植
物

調
査
、
児
童
生
徒
の
自
然
学
習
支
援
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内
10
箇
所

あ
る
管
理
地
は
、
土
地
所
有
者
と
市
と

み
ど
り
の
会
の
3
者
に
よ
る
「
市
民
緑

地
制
度
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。「
市

民
緑
地
制
度
」
は
、
市
が
管
理
し
て
一

定
期
間
そ
の
緑
地
を
市
民
に
開
放
す
る

制
度
で
す
。
土
地
所
有
者
は
、
固
定
資

産
税
な
ど
が
非
課
税
に
な
る
ほ
か
地
域

団
体
（
み
ど
り
の
会
）
が
雑
木
林
を
手

入
れ
す
る
こ
と
で
管
理
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

―
―
な
ぜ
雑
木
林
を
整
備
す
る
の
か
？

常
緑
樹
が
生
い
茂
り
、
日
光
が
入
ら

な
い
雑
木
林
は
、
暗
く
、
風
通
し
が
悪

く
な
り
、
限
ら
れ
た
生
物
し
か
生
育
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
暗
い
こ
と

で
不
審
者
が
出
没
す
る
ほ
か
ご
み
の
不

法
投
棄
の
温
床
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
に
雑
木
林
を
再
生
す
る

の
か
？

整
備
期
間
と
再
生
期
間
に
分
け
、
約

10
年
か
け
て
行
い
ま
す
。
工
程
は
、
1

〜
2
年
目
で
、
林
内
の
下
草
刈
り
、
笹

な
ど
の
常
緑
樹
の
除
伐
、
危
険
樹
木
の

伐
採
な
ど
を
行
い
ま
す
。
3
〜
4
年
目

つ
る

ち

か
け
い

で
落
ち
葉
か
き
、
蔓
や
竹
の
地
下
茎
の

処
理
を
施
し
て「
春
植
物
」の
芽
吹
き
を

待
ち
ま
す
。
5
年
目
か
ら
は
、
伐
採
し

た
木
の
粉
砕
・
薪
作
り
と
並
行
し
て
部

分
植
樹
な
ど
の
再
生
活
動
に
移
り
ま
す
。

そ
の
後
、
生
物
多
様
性
に
満
ち
た
美
し

い
林
か
ら
の
恩
恵
を
享
受
し
つ
つ
、
10

年
目
ま
で
に
地
権
者
に
引
き
渡
し
ま
す
。

―
―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
理

由

地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
さ
れ
る
事
が

一
番
の
源
に
な
り
ま
す
ね
。
ま
た
、
作

業
を
行
う
上
で
毎
回
、
成
果
目
標
を
立

て
て
い
る
の
で
メ
ン
バ
ー
同
士
で
達
成

感
を
味
わ
え
る
こ
と
も
う
れ
し
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
活
動
を
通
し
て
多
く
の
人

に
会
い
、
友
人
も
増
え
る
の
で
孤
独
を

感
じ
ず
、
日
々
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
展
開
・
目
標

会
の
発
足

か
ら
12
年
目

を
迎
え
、
多

く
の
管
理
地

が
土
地
所
有

者
に
引
き
渡

す
段
階
を
迎

え
て
い
ま
す
。

引
き
渡
し
を

前
に
薪
作
り

な
ど
で
苗
木

の
購
入
資
金

を
捻
出
し
、

地
域
住
民
や

子
ど
も
た
ち

を
交
え
た

「
植
樹
祭
」

を
開
催
す
る

こ
と
が
夢
で

す
。問

合
せ
�
桶
川
み
ど
り
の
会

代
表

小
川
佐

�
７８６
―
０
０
６
８

第
14
回
「
桶
川
み
ど
り
の
会
」

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

�048‐856‐9800

授業見学・
個別相談随時受付！

自分スタイルの高校生活!―新入・転編入個別相談受付中―
生徒を支える3つのサポート

中学復習から大学受験まで
選べる登校で できるところから！
キャリア教育で希望進路実現！

個別見学会実施中 転編入・不登校 ご相談下さい ※要電話予約

〒362-0071 埼玉県上尾市井戸木2-2-22
桶川駅より徒歩8分

学 習
生 活
進 路

生徒を伸ばす3つのコース
全日型スタイルで充実の高校生活
マイペースで選ぶ週3日の通学
まずは週1回からの通学でトライ

精華学園高等学校 上尾校

レギュラーコース
ステップコース
トライアルコース

神神明明一一丁丁目目のの新新春春「「餅餅つつきき大大会会」」

「「彩彩のの国国2211世世紀紀郷郷土土かかるるたた」」大大会会

べべにに花花ふふるるささとと館館のの「「豆豆ままきき＆＆放放鷹鷹術術披披露露会会」」

本本学学院院のの節節分分会会

神明一丁目の餅つき大会は、地域の高齢者をお誘いする新
年祝賀会と合せて行われています。会場には、地域で活躍し
ているサークルや個人の作品も展示され、祝賀会を彩ってい
ました。当日は、あんこ餅とからみ餅のほか手作り料理が振
る舞われました。 （1月15日 神明一丁目会館）

べに花ふるさと館の豆まきは、福豆のほか新鮮野菜や焼きいもの
引換券などの景品も多数用意されます。当日は、年女を代表して加
納小の児童3人も参加。元気いっぱい豆をまきました。
放鷹術披露会では桶川を拠点に活動している日本ファルコナーズ
クラブによる実演がありました。今回は若手のメンバーが人の手か
ら手に移る「振り替え」や空中に放った疑似餌を捕らせる「振り鳩」
などの技を披露し会場を沸かせました。

（1月29日 べに花ふるさと館）

桶川市子ども会
育成連絡協議会の
主催による「彩の
国21世紀郷土かる
た」大会の桶川予
選が開催されまし
た。このかるた大
会は、埼玉の風土
と文化を理解し、
郷土を愛する子ど
もたちを育成しよ
うと県の歴史や自
然をテーマにした

「かるた」を使って行われています。
当日は、各子ども会から集まった79人の児

童が上位の県大会や支部大会の出場に向け、
熱戦を繰り広げました。

（1月21日 川田谷生涯学習センター）

本学院は、日本古来の山岳信仰と仏教などが結びつ
しゅ げ ん どう

いて形成した修験道を重んじる山伏のお寺です。節分
やま ぶ し も ん ど う

会には、護摩供養の前作法として「山伏問答」がみら
れます。山伏問答とは、旅の行者に法具や作法などの
意味を尋ね、護摩に参加する資格があるか確かめる作
法です。境内に張られた結界では、人の心にすむ魔をは

ほう けん

らう法剣作法などのほか人々の願いを不動明王に届け
る護摩供養が執り行われました。（2月3日 本学院）

伐採前の雑木林植樹風景
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俳

句

（
選
句
協
力
…
桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

恙
な
く
酉
年
七
回
目
の
初
日

上
日
出
谷

押
川

孝

頬
を
染
め
駅
伝
の
子
の
息
白
し

下
日
出
谷

山
下

恭
子

孫
を
追
ひ
自
転
車
を
追
ふ
二
日
か
な

加
納

荻
原

義
久

浅
き
春
小
江
戸
の
時
の
鐘
響
く

若
宮

小
澤

水
明

追
羽
根
も
凧
も
上
が
ら
ぬ
お
正
月

若
宮

加
藤

一
孔

青
空
に
触
れ
し
枝
よ
り
梅
ひ
ら
く

坂
田

小
宮
山

勝

光
に
も
風
に
も
も
ろ
き
霜
柱

上
日
出
谷

田
中

勝
正

北
颪
家
の
近
く
に
救
急
車

鴨
川

小
川

修
三

無
秩
序
の
中
に
も
秩
序
枯
葎

加
納

髙
橋

眞
次

強
烈
な
パ
ン
チ
繰
り
出
し
寒
波
来
る

坂
田

山
口

宏
子

短

歌

か
ざ
し
見
て
一
瞬
た
め
ら
い
玉
子
割
る
罪
な
る
意
識
よ
ぎ
る
雪
の
日

若
宮

山
蔭

明
代

若
き
日
に
編
み
し
セ
ー
タ
ー
マ
フ
ラ
ー
に
編
み
直
せ
る
も
過
去
に
は
も
ど
ら
ず

東

田
中
美
智
子

飾
り
な
き
年
を
迎
え
る
我
が
す
み
か
天
つ
ひ
か
り
が
隈
な
く
照
ら
す

泉

外
山

ナ
ミ

笹
箒
青
き
か
を
り
を
零
し
つ
つ
伽
藍
く
ま
な
く
煤
払
ひ
け
り

朝
日

大
野

君
子

晩
秋
の
木
漏
れ
陽
揺
ら
し
セ
キ
レ
イ
は
千
両
の
実
を
生
き
る
糧
と
し

鴨
川

春
日
千
代
子

膝
病
み
の
我
に
嬉
し
き
冬
至
風
呂
柚
子
の
香
纏
い
寝
に
就
き
た
り

朝
日

金
子

惠
子

キ
ラ
キ
ラ
と
飛
行
機
雲
に
手
を
翳
し
遅
れ
て
届
く
音
き
き
に
け
り

倉
田

安
中

久
遠

5月生まれ のの子子どどもものの写写真真（（33歳歳ままでで））をを募募集集ししまますす。。応応募募はは写写真真（（顔顔全全体体ががははっっききりりとと
写写っってていいるるもものの、、裏裏面面ににおお子子ささんんのの名名前前））とと、、別別紙紙にに①①おお子子ささんんのの名名前前（（ふふりりががなな））・・②②生生
年年月月日日・・③③保保護護者者名名・・④④住住所所・・⑤⑤電電話話番番号号・・⑥⑥簡簡単単ななメメッッセセーージジ（（5500字字程程度度））をを明明記記しし、、
【【郵郵送送】】【【直直接接】】ままたたはは【【EEメメーールル】】ででおお送送りりくくだだささいい。。（（33月月1155日日消消印印有有効効））
※※応応募募者者多多数数のの場場合合はは抽抽選選ととななりりまますす。。※※過過去去にに掲掲載載さされれたたおお子子ささんんののごご応応募募はは、、ごご遠遠慮慮くくだだささいい。。

応募要領

�
①
作
品（
俳
句
は
1
人
3
句
、短
歌
は
1
人
2
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、必
ず
楷
書
で
記
入
）

②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま

た
は【
Ｅ
メ
ー
ル
】で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

�
発

表
…
毎
月
の
選
考
会
に
よ
り
、上
位
、俳
句
10
句
、短
歌
7
首
を
応
募
順
に
掲
載

�
締
切
り
…
3
月
15
日
消
印
有
効（
今
回
の
応
募
は
、5
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

３月生まれ
だよ！

もも よ

佐藤 桃代ちゃん〈泉〉
1歳のお誕生日おめでとう。3月3日
生まれで桃

�

代
�

という名前をお姉ちゃん
が決めてくれたよ。お姉ちゃん、お兄
ちゃんと仲良くね。

や ま と

池田 大和ちゃん〈下日出谷〉
やまちゃん、2歳のお誕生日おめでと
う。これから色々な所に連れていって
あげていっぱい体験させてあげたいな。
すくすく育ってね！

はる き

丹野 陽貴ちゃん〈坂田〉
はるきくん 1歳のお誕生日おめでと
う。家族みんな、笑顔のかわいいはる
くんのことが大好きです。たくさん遊
んで大きくなってね。

「はっぴいばーすでい」
「おけがわ文芸」
のあて先

〒363－8501 桶川市役所秘書広報課「はっぴいばーすでい」
または「おけがわ文芸」コーナー

Eメール hisho@city.okegawa.lg.jp

こちらのQR
コードからも
投稿できます

▲

たく み

野本 拓未ちゃん〈泉〉
拓未、2歳のお誕生日おめでとう。い
つもにこにこの貴方にわたしたちは幸
せをもらっています。うまれてきてく
れてありがとう。

ほの か

向田 帆花ちゃん〈若宮〉
ほのちゃん、2歳のお誕生日おめでと
う！いっぱい食べて、いっぱい遊んで、
元気に大きくなってね̂ ̂

あや の

大内 綾乃ちゃん〈坂田東〉
2歳のお誕生日おめでとう�あやちゃ
んの笑い声大好きだよ。これからもた
くさんお話してね♪
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「広報おけがわ」は自治会で配布されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課�786－3211へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

開
催
し
ま
す

ら
く
さ
と

■
お
花
見
会
開
催
『
桶
川
楽
郷
の
会
』

3
月
11
日
㈯
11
時
〜
13
時
／
川
田
谷
石
川
川

沿
い
（
城
山
公
園
東
側
の
石
川
川
両
岸
の
道

路
）
／
田
園
の
な
か
1．2
㎞
の
両
岸
に
河
津
桜

約
300
本
（
植
栽
7
年
目
）、
2
月
下
旬
〜
早

咲
き
桜
並
木
、
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
／
甘

酒
又
は
お
し
る
こ
（
先
着
300
人
無
料
）
を
ご

用
意
し
ま
す
／
塩
川
�
070
―
5
5
1
7
―
9

1
5
6

■
第
37
回
発
表
会『
桶
川
市
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
』

3
月
19
日
㈰
10
時
〜
／
市
民
ホ
ー
ル
／
無
料

／
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。
／
江

森
�
786
―
2
6
6
2

■
桶
川
市
写
真
連
盟
展『
桶
川
市
写
真
連
盟
』

3
月
23
日
㈭
〜
26
日
㈰
9
時
30
分
〜
18
時
／

市
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
1
／
無
料
／
会
員

募
集
中
／
中
根
�
786
―
1
6
3
9

■
第
18
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
『
桶

川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
』

4
月
2
日
㈰
9
時
30
分
開
演
、
13
時
熊
谷
ひ

ろ
み
シ
ョ
ー
・
式
典
／
市
民
ホ
ー
ル
／
500
人

／
無
料
／
桶
川
市
地
域
福
祉
活
動
・
災
害
被

災
地
支
援
援
助
・
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
育
成
・

埼
玉
県
腎
ア
イ
バ
ン
ク
協
会
支
援
／
桶
川
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
�
776
―
4
6
4
0

■「
太
陽
の
蓋
」
自
主
上
映
〜「
史
上
最
悪
の

危
機
」
の
あ
の
日
、
官
邸
内
で
何
が
起
き
て

い
た
の
か
！
〜『
原
発
い
ら
な
い
市
民
会
議
』

4
月
9
日
㈰
13
時
30
分
開
演
／
さ
い
た
ま
文

学
館
文
学
ホ
ー
ル
／
200
人
／
500
円
（
学
生
・

障
害
者
400
円
）
／
原
発
事
故
か
ら
6
年
！
改

め
て
原
発
問
題
を
考
え
ま
せ
ん
か
／
新
島

�
090
―
3
3
1
6
―
8
4
0
9

募
集
し
ま
す

■
新
規
会
員
募
集
『
べ
に
花
健
歩
会
』

年
間
9
回
／
関
東
・
甲
信
の
主
要
観
光
地
や

隠
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
／
10
人
／
年

額
個
人
3
�
0
0
0
円
（
家
族
で
の
応
募
の

場
合
2
人
で
4
�
0
0
0
円
）
／
平
成
15
年
、

健
康
と
地
域
を
超
え
た
仲
間
作
り
を
目
的
に

発
足
。
会
員
は
、
桶
川
・
上
尾
を
中
心
に
約

100
人
／
小
林
�
080
―
2
0
4
8
―
4
5
1
1

■
会
員
募
集
『
詩
吟
泉
美
会
』

毎
月
第
2
・
4
木
・
金
曜
日
10
時
〜
12
時
／

桶
川
公
民
館
／
5
人
／
月
額
2
�
0
0
0
円

／
古
今
の
漢
詩
と
俳
句
に
触
れ
な
が
ら
ク
ー

ル
に
詠
う
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

※
加
納
公
民
館
で
も
活
動
予
定
あ
り
／
小
峯

�
786
―
5
4
7
0

■
里
山
を
歩
こ
う
『
桶
川
市
植
物
愛
好
会
』

年
7
〜
9
回
／
県
内
・
近
県
の
里
山
、
植
物

園
、
花
の
名
所
な
ど
の
植
物
観
察
・
ハ
イ
キ

ン
グ
／
年
額
2
�
0
0
0
円
（
保
険
代
、
通

信
費
）／
村
松
�
786
―
8
3
8
8

■
縄
文
土
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
『
桶
川

土
器
の
会
』

合
同
製
作
年
3
回
位
・
合
同
野
焼
き
年
3
回

位
そ
の
他
粘
土
制
作
、
道
具
作
り
、
草
む
し

り
、
枝
集
め
作
業
な
ど
／
歴
史
民
俗
資
料
館

／
年
額
2
�
0
0
0
円
／
遺
跡
が
多
く
発
掘

さ
れ
て
い
る
桶
川
で
縄
文
土
器
作
り
、
野
焼

き
体
験
な
ど
を
通
じ
て
古
代
の
人
々
の
暮
ら

し
を
考
察
し
て
い
ま
す
／
権
頭
�
773
―
1
2

4
4

■
フ
ラ
ダ
ン
ス
会
員
募
集『
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
・

ハ
ー
プ
ナ
』

毎
週
木
曜
日
12
時
30
分
〜
14
時
／
サ
ン
・
ア

リ
ー
ナ
2
階
会
議
室
／
5
人
／
月
額
3
�
0

0
0
円
／
初
心
者
歓
迎
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
体

と
頭
を
ゆ
っ
く
り
ほ
ぐ
し
て
み
ま
せ
ん
か
／

フ
ラ
サ
ー
ク
ル
花
園
�
080
―
4
3
4
5
―
2

4
3
0

■
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集
『
サ
ー
ク
ル
マ
ー

チ
』

毎
週
日
曜
日
10
時
〜
11
時
30
分
／
勤
労
福
祉

会
館
／
8
人
／
月
額
3
�
0
0
0
円
／
ダ
ン

ス
経
験
者
／
お
気
軽
に
見
学
に
お
い
で
く
だ

さ
い
／
榎
本
�
090
―
8
5
6
5
―
3
0
2
3

■
剣
道
で
丈
夫
な
体
・
が
ん
ば
る
心
を
「
桶

川
剣
友
会
」『
桶
川
剣
道
連
盟
』

毎
週
水
曜
日
18
時
〜
19
時
30
分
、
毎
週
土
曜

日
14
時
〜
15
時
30
分
、
毎
週
日
曜
日
9
時
〜

10
時
30
分
／
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
剣
道
場
／
入

会
金
2
�
0
0
0
円
、
月
額
2
�
5
0
0
円

（
兄
弟
割
あ
り
）
／
Ｈ
Ｐ
は
「
ｏ
ｋ
ｅ
ｋ
ｅ

ｎ
」
で
検
索
／
土
井
�
772
―
5
0
2
5

■
い
つ
で
も
見
学
に
来
て
ね
！
『
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
桶
川
第
1
団
』

毎
月
2
〜
3
回
（
主
に
日
曜
日
）
／
市
内
の

公
園
や
施
設
。
市
外
活
動
も
あ
り
／
入
団
費

1
万
円
、
年
額
1
万
8
千
円
（
兄
弟
姉
妹
減

免
あ
り
）
／
幼
稚
園
年
長
相
当
〜
小
学
生
／

男
子
女
子
と
も
に
入
隊
で
き
ま
す
。
見
学
は

随
時
受
付
。
詳
し
く
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
桶

川
第
1
団
Ｈ
Ｐ
で
／
松
田
�
787
―
0
1
7
2

■
健
康
に
良
い
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
！
『
桶
川
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
ク
ラ
ブ
』

毎
週
土
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
、
毎
月

第
4
月
曜
日
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
／
桶
川

公
民
館
、
加
納
公
民
館
、
さ
く
ら
フ
レ
ン
ド

／
入
会
金
500
円
、
年
額
4
�
0
0
0
円
／
公

認
指
導
員
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
見
学
・

体
験
は
随
時
受
付
／
岩
波
�
090
―
6
5
4
0

―
1
8
7
3

■
リ
ズ
ム
体
操
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
『
3
Ｂ

体
操
（
桶
川
西
教
室
）』

毎
月
第
1
・
2
・
3
・
4
月
曜
日
10
時
30
分

〜
12
時
／
若
宮
2
―
14
―
3
野
本
ビ
ル
3
階

／
10
人
／
入
会
金
1
�
0
0
0
円
、
月
額

2
�
0
0
0
円
／
運
動
が
苦
手
な
人
も
大
丈

夫
！
見
学
自
由
。
レ
ッ
ス
ン
無
料
（
2
回
）

／
清
水
�
771
―
8
9
0
8

■
会
員
募
集『
桶
川
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』

毎
月
第
1
・
3
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
／
桶
川
公
民
館
／
月
額
2
�
5
0
0
円
／

初
心
者
で
も
可
／
定
行
�
786
―
2
1
5
0

5月号の締め切りは、3月10日（金）です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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青 木 清 掃 株 式 会 社
目
品
業
営 【本　　社】

TEL 
【事業本部】

TEL 

(一社)埼玉県建設業協会会員　(公社)日本下水道管路管理業協会会員　埼玉県公安委員会認定第43000636号

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ご家庭で処理できないゴミがある、側溝が詰まってしまった、土木工事業等
お困りなことがございましたら、お気軽にご相談下さい！皆様のお役にたちます！

・下水道維持管理業【側溝・水路清掃、TV調査、止水工事】
・土木工事一式【上下水道、舗装、浚渫】
・管更生工事
・一般、産業廃棄物運搬処理業・浄化槽清掃・保守点検業

〒363-0015

〒363-0004

埼玉県桶川市南一丁目2番6号

埼玉県桶川市五丁台425番1号
048（775）1551㈹

048（728）8273㈹

桶川市防災情報メール ※受信設定を確認のうえご登録ください。
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpへ空メール送信

（都合により変更したり、当直の専門医が限定される場合があります。）

【診療時間】午前９時～午後５時
【診療科目】医療機関に電話で確認してから、受診してください。
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燃やせるごみ
古着・新聞紙・
雑誌・段ボール・
紙パック

紙製の容器
と包装紙

プラス
チック

その他

高崎線東側

高崎線西側

●環境センター（リサイクル推進課） ☎728－1902

2・6・9・13・16
20・23・27・30
3・7・10・14・17
21・24・28・31

4・18

11・25

3・17

6・20

7・14
21・28
2・9・16
23・30

15

8

10・24

13・27

金属・
ガラス・
乾電池

※第２・第４土曜日は粗大ごみのみを受け入れます。（午前８時30分～11時30分）
※ごみは朝８時までに出しましょう。雨天の場合は、古着の排出は控えてください。
※買い物はマイバッグを使用しましょう。※レジ袋はごみ袋として使用できません。

36

人権教育講演会の講師として社会学者で詩人の
水無田気流さんをお招きしたべに～ 先進国の中
で最も忙しいのは、なんと！日本の「働くママ」
との事べに～ ママたちいつもありがとうべに～

人権教育講演会の講師として社会学者で詩人の
水無田気流さんをお招きしたべに～ 先進国の中
で最も忙しいのは、なんと！日本の「働くママ」
との事べに～ ママたちいつもありがとうべに～

みずなした きりゅう

北足立歯科医師会休日診療所

県救急医療情報センター
☎048－824－4199
緊急に受診が必要なときに診療可能な
医療機関を24時間体制で案内してい
ます（歯科、精神科は除く）。
小児救急電話相談（♯8000）
急いで病院にかかる必要性や、家庭
での処置方法をアドバイスしています。
■相談時間
月～土曜　午後７時～翌朝７時
日曜・祝日および年末年始
　　　　　午前７時～翌朝７時

小児初期救急当番医
診療日時：月～土曜
午後8時～10時（祝日、年末年始を除く）
＜当番医の問合せ＞
埼玉県央広域消防本部
☎048－597－3301（24時間対応）
大人救急電話相談（♯7000）
夜間の急な病気やけがに関して
アドバイスをしています。
■相談時間
月～土曜　午後６時30分～10時30分
日曜・祝日および年末年始
　　　　　午前９時～午後10時30分

鴻巣市赤見台1－15－23
☎048－596－0275
診療日時：日曜、祝日及び８月
13日～15日（年末年始は休診）
午前９時30分～午後０時30分

夜間可

夜間可

夜間可

夜間可

月 日 医 療 機 関 名 診 療 科 目 所在地 ＴＥＬ

3
月

5
日

坂 部 医 院 内、小 桶川市 771-1055

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

福 音 診 療 所 耳 北本市 048-592-2862

12
日

鈴 木 内 科 医 院 内、小、皮 桶川市 787-3000

伊 奈 病 院 内、外 伊奈町 721-3692

安 里 医 院 内、小 北本市 048-542-2629

19
日

な か た 呼 吸 器 科
内 科 ク リ ニ ッ ク 内、呼内 桶川市 729-2811

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

南 福 音 診 療 所 内、小 北本市 048-591-7191

20
日

小林産婦人科クリニック 産、内、小 桶川市 773-4135

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

楢 原 医 院 内、胃腸、肛門 北本市 048-542-6582

26
日

渡 辺 医 院 内、小 桶川市 787-2181

伊 奈 病 院 内、外 伊奈町 721-3692

大 友 外 科 整 形 外 科 整、皮、リハ、外 北本市 048-591-7000


